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先
の
定
時
株
主
総
会
で
は
、多
く
の

株
主
の
皆
様
よ
り
当
社
提
案
への
ご
支

持
を
い
た
だ
き
、た
いへん
有
難
く
、心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
当
社
グ

ル
ー
プ
の
経
営
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

改
め
て
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

当
社
提
案
の
根
幹
は
、当
社
グ
ル
ー

プ
の
成
長
性
を
将
来
に
わ
たっ
て
確
保
し

ていく
こ
と
に
あ
り
、国
内
お
よ
び
グロ
ー

バル
の
コン
ビ
ニエン
ス
ス
ト
ア（
Ｃ
Ｖ
Ｓ
）

事
業
の
成
長
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。「
食
」

に
焦
点
を
定
め
、当
社
グル
ー
プ
が
長
年

に
わ
た
り
構
築
し
て
き
た
バ
リュー
チェー

ン
や
共
有
イ
ンフ
ラ
、ブ
ラ
ン
ド
力
、ス
ト

ア
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
な
ど
、有
形
無
形
の
価

値
創
造
の
源
泉
を
フ
ル
に
活
用
す
る
こ

と
が
、世
界
市
場
に
お
い
て
も
ほ
か
の

追
随
を
許
さ
な
い
優
位
性
の
確
保
につ

な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、スーパ
ー
スト
ア（
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）

事
業
は
当
社
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
価
値

創
造
の
根
幹
に
関
わ
る
多
く
の
役
割
を

担
っ
て
お
り
、幅
広
い「
食
」の
分
野
で

培
っ
て
き
た
調
達
お
よ
び
商
品
開
発
に

関
わ
る
知
見
や
ノ
ウハウ
な
ど
を
豊
富
に

有
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
グ
ル
ー
プ
と

し
て
共
有
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
、国
内
Ｃ
Ｖ
Ｓ
事
業
の
いっ
そ
う

の
成
長
に
不
可
欠
で
あ
り
、そ
の
成
長

が
な
け
れ
ば
、グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｖ
Ｓ
事
業

の
成
長
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、拙
速
な
一
部
事
業
の
切
り
離
し
は

企
業
価
値
の
最
大
化
を
阻
害
し
、ひ
い

て
は
株
主
利
益
の
毀き

そ
ん損
を
招
く
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
次
総
会
に

お
き
ま
し
て
一
部
株
主
の
皆
様
か
ら
い
た

だ
い
た
当
該
事
業
に
関
す
る
ご
指
摘
に

つ
き
ま
し
て
も
重
く
受
け
止
め
、本
年

３
月
よ
り
進
め
て
お
り
ま
す
Ｓ
Ｓ
Ｔ
事

業
の
抜
本
的
な
変
革
を
いっ
そ
う
加
速

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
成
長
戦
略
お
よ
び
Ｓ
Ｓ
Ｔ

事
業
変
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
後
と

も
客
観
的
な
検
証
の
も
と
で
計
画
の
進

捗
を
図
り
、お
客
様
、
株
主
の
皆
様
、

地
域
社
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
皆
様
の
利
益
と
な
る
成
長
を
、

着
実
に
実
現
し
ま
す
。
今
般
、皆
様
か

ら
い
た
だ
い
た
ご
支
持
や
激
励
に
お
応

え
す
べ
く
、「
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
か
ら
信
頼
さ
れ
る
誠
実
な
企
業

で
あ
り
た
い
」と
い
う
当
社
社
是
を
改

め
て
胸
に
刻
み
、
皆
様
と
と
も
に
当
社

グ
ル
ー
プ
の
未
来
を
切
り
開
い
て
ま
い

り
ま
す
。

企
業
価
値
の
最
大
化
に
向
け

「
食
」を
中
心
と
し
た
成
長
戦
略
お
よ
び

ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
事
業
の
抜
本
的
変
革
を

加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

セブン＆アイＨＬＤＧＳ．
代表取締役社長

井 阪  隆 一

セブン&アイHLDGS. は多様なステー
クホルダーの方々との対話を通じて
策定した「7つの重点課題」を実践
しています。商品やサービス、店舗
など、本業を通じた課題解決に向け
た取り組みを進め、社会課題の解決
と成長機会の拡大を図っていきます。

■ 今号のテーマは、重点課題4「多様
な人々が活躍できる社会を実現する」
です。セブン&アイグループでは、小
中学校を訪問しての交流授業の開催
や、マタニティ・育児相談サービスの提
供など、未来世代を担う次世代の健や
かな成長をサポートしています。表紙
のイラストはセブン ‐ イレブン店舗での
職場体験の様子を描いたものです。

■ 「私の子どもたちも幼い時、職場体
験を経験しました」と語る、表紙イラ
ストを手がける佳矢乃さん。「社会の
一員としての自覚、その芽生えのよう
な感覚を味わったのではないかと思い
ます。学生のうちに仕事を通して、誰
かが喜んでくれる体験をすることは
とても素敵ですね」。

セブン&アイHLDGS. の
7つの重点課題

詳しくはこちら▶

佳矢乃さんのWEBサイト：
https://kayano38.com/
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23

伊
藤
雅
俊
は
、
１
９
２
４
年
東
京
に
生
ま
れ
、

横
浜
市
立
商
業
専
門
学
校（
現 

横
浜
市
立
大
学
）

兵
役
等
を
経
て
戦
後
、
母
・
ゆ
き
と
兄
・
譲
が
東

京
・
千
住
で
再
開
し
た
羊
華
堂
経
営
に
加
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
店
舗
の
ル
ー
ツ
は
、
叔
父（
母
の
弟
）

吉
川
敏
雄
が
浅
草
に
開
業
し
た
洋
品
店
羊
華
堂
に

あ
り
ま
し
た
。
伊
藤
は
、
困
難
な
時
代
も
お
客
様

へ
の
感
謝
と
誠
実
を
旨
と
し
た
商
売
を
貫
い
た

母
・
ゆ
き
、
相
手
を
思
い
や
る
温
か
な
兄
・
譲
の

人
柄
を
終
生
変
わ
ら
ず
に
敬
慕
し
続
け
、
そ
こ
か

ら
弊
社
グ
ル
ー
プ
の
社
是「
信
頼
と
誠
実（
す
べ
て

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
信
頼
さ
れ
る
誠
実
な

企
業
で
あ
り
た
い
）」の
理
念
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

１
９
５
６
年
、
兄
・
譲
が
病
に
よ
り
他
界
す
る

と
伊
藤
は
そ
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
１
９
５
８
年
に

株
式
会
社
ヨ
ー
カ
堂
を
設
立
。
日
本
社
会
が
戦

後
の
混
乱
期
を
脱
し
、
高
度
成
長
へ
と
向
か
う

１
９
６
０
年
代
に
入
る
と
、
伊
藤
は
お
客
様
の
豊

か
な
生
活
に
資
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
米
国
小
売

業
視
察
等
で
得
た
知
見

か
ら
ヨ
ー
カ
堂
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
チ
ェ
ー
ン
化
を
推
進
。

土
地・
建
物
な
ど
不
動
産

を
所
有
せ
ず
賃
貸
方
式

に
よ
っ
て
地
域
の
皆
様
と

共
存
共
栄
を
目
指
す
独

自
の
方
式
で
多
店
舗
化

を
実
現
し
、
１
９
７
３
年

に
は
事
業
成
長
を
背
景
に
東
証
第 

一 

部
上
場
を

果
た
し
ま
し
た
。

１
９
７
０
年
代
に
入
り
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が

外
食
な
ど
へ
と
広
が
る
中
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
デ

ニ
ー
ズ
な
ど
新
た
な
業
態
に
も
挑
戦
。
ま
た
、
大

型
店
と
地
域
の
中
小
小
売
店
と
の
共
存
が
重
要
な

社
会
課
題
と
な
る
中
で
、
中
小
小
売
業
の
近
代
化

と
活
性
化
を
図
る
た
め
に
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
事

業
の
導
入
を
決
断
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
食
品

ス
ー
パ
ー
な
ど
既
存
小
売
業
と
も「
信
頼
と
誠
実
」

の
理
念
に
基
礎
を
置
い
た
提
携
を
進
め
ま
し
た
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
順
調
に
成
長
を
続
け
、

１
９
８
１
年
２
月
期
に
は
単
体
経
常
利
益
額
で

国
内
小
売
業
の
ト
ッ
プ
に
立
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、

70
年
代
の
石
油
危
機
等
を
経
て
高
度
経
済
成
長

が
終
焉
を
迎
え
、
国
内
消
費
市
場
が
売
り
手
市

場
か
ら
買
い
手
市
場
へ
と
変
化
し
始
め
た
点
を
伊

藤
は
い
ち
早
く
察
知
。
１
９
８
１
年
に
は
グ
ル
ー

プ
全
社
に「
荒
天
に
準
備
せ
よ
」と
の
警
告
を
発

し
て
、
翌
年
か
ら「
業
務
改
革
」を
発
動
し
、
不

良
在
庫
の
排
除
、
機
会
ロ
ス
の
解
消
な
ど
に
よ
る

利
益
確
保
、
堅
実
で
強
固
な
財
務
基
盤
の
維

持・継
続
を
図
り
、
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
こ
の

経
営
方
針
を
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
で
も
貫
き
、

規
模（
量
）の
拡
大
で
は
な
く
質
を
重
視
し
た
小

売
業
経
営
を
旨
と
し
た「
本
業
へ
の
専
念
」を
実

践
。
バ
ブ
ル
崩
壊
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
、

１
９
９
０
年
代
の
米
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
へ
の
経
営

再
建
支
援
な
ど
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

１
９
９
２
年
に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
社
員
に
よ
る
商

法
違
反
事
件
が
発
生
す
る
と
、
社
会
的
責
任
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
自
ら
代
表
取
締
役
社
長
を

辞
任
し
、
経
営
の
第一線
を
退
き
ま
し
た
。
そ
の

後
も
グ
ル
ー
プ
経
営
を
大
所
高
所
か
ら
助
言
し
、

２
０
０
5
年
に
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
が
発
足
す
る
と
名
誉
会
長
に
就
任
。
グ
ル
ー

プ
の
精
神
的
な
支
柱
と
し
て
終
生
グ
ル
ー
プ
の

健
全
な
成
長
に
心
を
配
り
続
け
ま
し
た
。

ま
た
、
１
９
９
4
年
に
は
、
学
ぶ
意
欲
を
持
つ

国
内
、
海
外
の
後
進
世
代
の
支
援
と
育
成
に
向
け

「
伊
藤
謝
恩
育
英
財
団
」
を
設
立
。
財
団
名
に

「
謝
恩
」を
加
え
る
こ
と
で
母
、
兄
、
そ
し
て
公

私
両
面
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
へ
の

感
謝
、
お
蔭
さ
ま
の
心
を
込
め
ま
し
た
。

伊
藤
は
事
業
経
営
を
通
じ
て
、
お
客
様
を
は
じ

め
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
誠
実
に
お
応
え

す
る「
商
い
の
こ
こ
ろ
」を
実
践
す
る
と
と
も
に
、

常
に
多
く
の
人
々
の
声
に
耳
を
傾
け
て
知
見
を
広

げ
、
小
売
業
の
革
新
と
経
営
の
刷
新
に
挑
戦
す
る

経
営
者
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
ご

厚
誼
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
グ
ル
ー

プ
従
業
員 一 

同
、

そ
の
商
い
の
心

と
革
新
性
を
継

承
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、

い
っ
そ
う
の
ご

支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

「
信
頼
と
誠
実
」の
実
践
と

小
売
業
革
新
に
挑
み
続
け
た
伊
藤
経
営

伊
藤
雅
俊
名
誉
会
長
を
偲
ん
で

弊
社
名
誉
会
長
で
あ
り
グ
ル
ー
プ
創
業
者
で
あ
る

伊
藤
雅
俊
は
、
３
月
10
日
逝
去
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
皆
様
の
生
前
の
ご
厚
情
に
感
謝
し
、
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

昭和60年 4月 藍綬褒章受章

昭和20年12月 東京都足立区千住で家業の洋品店に従事
昭和33年 4月 （株）ヨーカ堂（現イトーヨーカ堂）を設立

代表取締役社長就任
昭和48年11月 （株）デニーズジャパンを設立

代表取締役社長就任
（株）ヨークセブン
（現セブン‐イレブン・ジャパン）を設立
代表取締役社長就任

昭和53年 2月 （株）セブン‐イレブン・ジャパン
代表取締役会長就任

昭和56年 2月 （株）デニーズジャパン代表取締役会長就任
平成  3年 3月 The Southland Corporation

（現 7- Eleven, Inc.）取締役会長就任

平成  8年 2月 IYグループ名誉会長
（株）イトーヨーカ堂、
（株）セブン‐イレブン・ジャパン、
（株）デニーズジャパン取締役名誉会長就任

平成17年 9月 （株）セブン＆アイ・ホールディングス名誉会長

昭和53年 5月 日本チェーンストア協会会長就任
昭和54年 7月 東京商工会議所常任議員就任
昭和54年10月 経済団体連合会理事就任
昭和55年 4月 経済同友会幹事就任
昭和55年 5月 日本チェーンストア協会副会長就任
昭和57年 5月 経済団体連合会常任理事就任
昭和60年 5月 日本チェーンストア協会副会長就任
昭和60年 5月 日本小売業協会副会長就任
昭和62年 4月 東日本旅客鉄道株式会社取締役就任
昭和62年 5月 日本チェーンストア協会常務理事就任
昭和63年 2月 臨時行政改革推進審議会参与就任
平成  6年 3月 財団法人（現公益財団法人）伊藤謝恩育英財団 理事長就任

職歴ならびにグループ創設の歩み団体・公職歴

賞勲等

お
客
様
は
来
て
く
だ
さ
ら
な
い
も
の

お
取
引
先
は
売
っ
て
く
だ
さ
ら
な
い
も
の

銀
行
は
貸
し
て
く
だ
さ
ら
な
い
も
の

と
い
う
の
が
商
売
の
基
本
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、

一
番
大
切
な
の
は
信
用
で
あ
り

信
用
の
担
保
は
お
金
や
物
で
は
な
く

人
間
と
し
て
の
誠
実
さ
、
真
面
目
さ

そ
し
て
何
よ
り
真
摯
さ
で
あ
る
。

私
の
信
念

伊
藤
雅
俊
の
歩
み

1950年代　母・ゆきと 1950年代　兄・譲と

1970年代後半、IYグループの業容が拡大する中、
伊藤は先進的なグループ経営の整備にも力を注ぎ、
「マネジメントの革新」を推進。
伊藤の理念を礎に経営哲学、経営戦略、業績評価、
人財育成等を体系化した経営体制を構築していき
ました。

伊藤の誠実な経営姿勢

2019年に創立25周年を迎えた伊藤謝恩育英財団

1950年頃の千住店

マネジメントシステムの図



足
元
の
成
果
を
ふ
ま
え

中
期
経
営
計
画
の
目
標
を
上
方
修
正

セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で

は
、
21
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
25
年
度
を
最
終

年
と
す
る
中
期
経
営
計
画
が
本
年
折
り
返

し
と
な
る
に
あ
た
り
、
22
年
度
の
定
時
株
主

総
会
で
選
任
さ
れ
た
、
独
立
社
外
取
締
役

が
過
半
数
を
占
め
る
新
た
な
取
締
役
会
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
も
と
で
、
当
該
中
期

経
営
計
画
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
な
ら
び
に
グ

ル
ー
プ
戦
略
再
評
価
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
国
内
に
お
け
る
、
高
齢
化
・
単

身
化
な
ど
の
社
会
構
造
の
加
速
度
的
な
変

化
や
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
お

客
様
の
行
動
様
式
・
価
値
観
が
変
化
し
食

の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
す
る
中
で
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア（
以
下
C
V
S
）へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
安
全
・
安

心
で
高
品
質
の
日
常
の「
食
」を
提
供
す
る

領
域
に
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
こ
れ

を
可
能
と
す
る
た
め
の
事
業
イ
ン
フ
ラ
の

構
築
が
重
要
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

当
社
は
、「
中
期
経
営
計
画
2
0
2
1
‐

2
0
2
5
」に
お
い
て
、「
す
べ
て
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
信
頼
さ
れ
る
誠
実
な
企
業
で

あ
り
た
い
」と
い
う
創
業
以
来
の
社
是
お
よ

び「
常
に
お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
、
新
た

な
体
験
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
国
内

外
の
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
」と
い
う

基
本
姿
勢
と
と
も
に
2
0
3
0
年
に
目
指

す
グ
ル
ー
プ
像
を
掲
げ
ま
し
た
。（
図
1
）

こ
の
度
、
足
元
の
当
社
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
、今
般
の
グ
ル
ー
プ
戦
略
の
再
評
価
を

ふ
ま
え
て「
2
0
3
0
年
に
目
指
す
グ
ル
ー

プ
像
」に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

従
来
の
グ
ル
ー
プ
像
に『「
食
」を
中
心
と

し
た
』と
い
う
文
言
を
加
え
て『
セ
ブ
ン‐

イ
レ
ブ
ン
事
業
を
核
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

成
長
戦
略
と
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
積
極
活
用

を
通
じ
て
流
通
革
新
を
主
導
す
る
、「
食
」

を
中
心
と
し
た
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
リ

テ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
』と
す
る
こ
と
で
、
成
長

戦
略
に
基
づ
く
当
社
グ
ル
ー
プ
の
あ
り
方

を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
の

実
現
の
た
め
に
は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
で
現
在

進
め
て
い
る
諸
施
策
の
実
行
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
足
元
の
当
社
グ
ル
ー
プ
の
好

業
績
と
と
も
に
後
述
す
る
戦
略
再
評
価
を

ふ
ま
え
、
中
期
経
営
計
画
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

を
行
い
、
25
年
度
の
目
標
値
を
上
方
修
正

い
た
し
ま
し
た
※
1
。
主
な
修
正
点
は
、
以

下
の
通
り
で
す
。

① 

E
B
I
T
D
A
※
2

当
初
目
標
値
1
兆
円
以
上
を

1
・
1
兆
円
以
上
に
修
正
。

② 

営
業
C
F
※
3（
除
く
金
融
）※
4

当
初
目
標
値
8
0
0
0
億
円
以
上
を
、

9
0
0
0
億
円
以
上
に
修
正
。

③ 

フ
リ
ー
C
F
水
準（
除
く
金
融
）※
5

　
当
初
目
標
値
4
0
0
0
億
円
以
上
を
、

5
0
0
0
億
円
以
上
に
修
正
。

④ 

R
O
E

当
初
目
標
値
10
%
以
上
を
、

11
・
5
%
以
上
に
修
正
。

⑤ 

R
O
I
C（
除
く
金
融
）

当
初
目
標
値
7
%
以
上
を
、

8
・
0
%
以
上
に
修
正
。

⑥ 

D
e
b
t
／
E
B
I
T
D
A
倍
率

当
初
目
標
値
2
・
0
倍
未
満
を
、

1
・
8
倍
未
満
に
修
正
。

⑦ 

E
P
S（
C
A
G
R
）

15
%
以
上
を
18
%
以
上
に
修
正
。

こ
の
目
標
修
正
を
通
じ
て
、
よ
り
高
度

な
財
務
健
全
性
を
追
求
し
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

さ
れ
た
目
標
達
成
と
先
を
見
据
え
た
グ

ル
ー
プ
の
持
続
的
成
長
と
企
業
価
値
向
上

に
集
中
的
に
取
り
組
み
ま
す
。（
図
2
）

グル
ー
プ一
体
と
なっ
た
成
長
力 

の 

強
化 

と

抜
本
的
改
革 

の
加
速
度
的
推
進 

を
実
現
し
ま
す

 
集
中 

を 

加
速

特集

食 

分
野 へ の 

※
1 

M
&
A
な
ど
の
戦
略
投
資
は
含
め
ず
に
算
出

※
2 

E
B
I
T
D
A
は
営
業
利
益
+
減
価
償
却
費
+
の
れ
ん
償

却
費
と
し
て
計
算

※
3 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

※
4 

金
融
事
業
を
除
く
N
O
P
A
T
を
ベ
ー
ス
と
し
た
管
理
会
計

数
値

※
5 

金
融
事
業
を
除
く
管
理
会
計
数
値
。
な
お
、
M
&
A
は
戦

略
投
資
と
し
て
投
資
C
F
か
ら
は
除
外
し
て
計
算

当社は株主との建設的な対話を継続し、ステークホルダーの声に傾聴し、
グループを革新／成長し続けることにコミットしています2025年度

当初目標
2025年度
修正目標

2021年度
実績

2025年度
当初目標

2025年度
修正目標

2021年度
実績

CAGR:
15%以上

2025年度
当初目標

2025年度
修正目標

2021年度
実績

2025年度
当初目標

2025年度
修正目標

2021年度
実績

常にお客様の立場に立って、新たな体験価値を提供することで、国内外の地域社会に貢献したい基 本 姿 勢

私たちは、お客様に信頼される、誠実な企業でありたい。
私たちは、取引先、株主、地域社会に信頼される、誠実な企業でありたい。 
私たちは、社員に信頼される、誠実な企業でありたい。

社 是

セブン‐イレブン事業を核としたグローバル成長戦略と、テクノロジーの積極活用を通じて
流通革新を主導する、「食」を中心とした 世界トップクラスのリテールグループ

2030年に
目指すグループ像

新

セブン‐イレブン事業を核としたグローバル成長戦略と、テクノロジーの積極活用を通じて
流通革新を主導する世界トップクラスのグローバル流通グループ

2030年に
目指すグループ像

旧

1.8倍
未満

CAGR:
18%以上

2.0倍
未満

3.9倍

238円

EPSROIC（ 除く金融 ） Debt/EBITDA倍率ROE

8.0%
以上11.5%

以上 7%
以上10.0%

以上

4.8%7.5%

5,000億円
以上

9,000億円
以上1.1兆円以上

4,000億円
以上

8,000億円
以上1兆円以上

2,795億円
6,308億円

7,514億円

2025年度
当初目標

2025年度
修正目標

2021年度
実績

EBITDA※2

2025年度
当初目標

2025年度
修正目標

2021年度
実績

営業CF※3（ 除く金融 ）※4

2025年度
当初目標

2025年度
修正目標

2021年度
実績

フリーCF水準（ 除く金融 ）※5

お客様 お取引先 従業員 地域社会 株主・投資家地球環境加盟店オーナー

（図1） 当社グループのビジョン（図2） 中期経営計画の上方修正

セブン＆アイＨＬＤＧＳ. 代表取締役社長 
井阪 隆一

45

中期経営計画アップデートとグループ戦略再評価



事
業
に
お
い
て
は
、
社
会
構
造
や
消
費
環
境

の
変
化
を
ふ
ま
え
て
生
鮮・冷
凍
食
品
を
含

む
品
揃
え
の
拡
充
と
品
質
の
追
求
を
推
進

す
る
こ
と
。
ま
た
、
S
S
T
事
業
に
つ
い
て

は
自
社
運
営
の
衣
料（
ア
パ
レ
ル
）事
業
か

ら
の
撤
退
を
含
め
、
食
シ
ナ
ジ
ー
を
中
心
に

据
え
た
戦
略
を
加
速
し
て
い
く
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
の
持
つ

「
食
」の
強
み
を
競
争
力
の
源
泉
と
し
て
、

国
内
C
V
S
事
業
お
よ
び
北
米
の
C
V
S

事
業
を
担
う7

-E
leven, Inc. （

以
下

S
E
I
）、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
C
V
S

事
業
の
成
長
推
進
に
最
大
限
に
活
用
し
て

い
く
方
針
で
す
。（
P
6
図
3
）

ま
た
、
再
評
価
に
あ
た
り
、
S
S
T
事

業
が
グ
ル
ー
プ
の
競
争
力
を
支
え
る「
食
」

の
強
み
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
社
グ
ル
ー
プ

の
S
S
T
事
業
は
、
C
V
S
事
業
に
は
な

い
品
揃
え
の
広
が
り
を
有
し
、
生
鮮
食
品

か
ら
加
工
食
品
ま
で
幅
広
い
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、
す
ぐ
れ
た

商
品
調
達
力
を
培
っ
て
い
る
点
、
高
い
商
品

開
発
力
を
有
す
る
点
を
ふ
ま
え
た
も
の
で

す
。
す
で
に
2
0
0
7
年
よ
り
展
開
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

（
以
下
P
B
）の「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」

は
、
こ
の
S
S
T
事
業
の
擁
す
る
開
発
力
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
背
景
に
、
多
岐
に
わ
た
る

商
品
開
発
を
行
い
、
お
客
様
か
ら
高
い
評
価

を
得
る
と
い
っ
た
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
国
内
外
C
V
S

事
業
の
実
績
か
ら
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ド

（
以
下
F
F
）の
売
上
構
成
比
と
集
客
力
の

強
い
相
関
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後

C
V
S
事
業
に
お
い
て
よ
り
高
い
競
争
力

の
確
保
・
向
上
を
図
っ
て
い
く
う
え
で
、

S
S
T
事
業
の
リ
ソ
ー
ス
を
中
心
と
し
た

「
食
」に
関
わ
る
グ
ル
ー
プ
の
強
み
を
結
集

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
再
確
認
す

る
に
い
た
り
ま
し
た
。

海
外・
国
内
C
V
S
事
業
の
成
長
戦
略

4
つ
の
成
長
戦
略
の
推
進

〜 

北
米
C
V
S
事
業 

〜

北
米
に
お
い
て
セ
ブ
ン‐

イ
レ
ブ
ン
事
業

を
展
開
し
、
現
在
グ
ル
ー
プ
全
体
の
好
調

な
業
績
を
け
ん
引
し
て
い
る
S
E
I
で
は
、

以
下
の
4
つ
の
成
長
戦
略
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
成
長
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

① 

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
強
化

セ
ブ
ン‐

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン（
以
下

S
E
J
）が
国
内
C
V
S
事
業
で
培
っ
て

き
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
F
F
を
製
造
す
る
工
場

を
は
じ
め
と
し
た
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築

の
知
見
な
ど
を
採
り
入
れ
、
独
自
の
F
F

の
開
発
・
品
質
向
上
に
資
す
る
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
、
こ
の
取
り
組
み
を
全
米
に
広
げ
て
い
き

ま
す
。
具
体
的
に
は
新
た
な
F
F
専
用
工

場
の
建
設
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の

F
F
工
場
へ
の
専
用
設
備
・
技
術
の
導
入

に
よ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
F
F
の
品
質
向

上
と
品
揃
え
の
拡
充
を
推
進
。
こ
れ
と
と
も

に
荒
利
益
率
の
高
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

（
F
F
／
専
用
飲
料
／
P
B
商
品
）を
強
化

し
売
上
・
利
益
拡
大
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

F
F
と
専
用
飲
料
の
売
上
構
成
比
を
25
年

度
ま
で
に
現
在
の 

18
・
１
%
か
ら
25
%
へ

拡
大
、
セ
ブ
ン
セ
レ
ク
ト（
P
B
商
品
）は

6
・
3
%
か
ら  

8
・
5
%
へ
拡
大
し
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
の
構
成
比
を 

33
・
5
%
ま
で

伸
長
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

② 

デ
ジ
タ
ル
化
と

デ
リ
バ
リ
ー
事
業
の
加
速

2
0
1
8
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
デ
リ

バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス「
7
N
O
W
」は
、
コ
ロ

ナ
禍
以
降
、
と
く
に
お
客
様
の
要
望
が
高

ま
っ
た
こ
と
を
背
景
に
利
用
件
数
、
売
上

と
も
急
速
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
S
E
I

は
、
店
舗
の
2
マ
イ
ル
以
内
で
カ
バ
ー
で

き
る
人
口
が
全
米
人
口
の
50
%
に
達
し
て

お
り
、
こ
の
優
位
性
を
活
か
し
て
全
米
平
均

で
28
分
以
内
の
デ
リ
バ
リ
ー
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
成
長

を
計
画
し
、
25
年
度
に
10
億
ド
ル
の
売
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

③ S
peedw

ay
と
の

統
合
シ
ナ
ジ
ー
の
創
出

21
年
度
に
実
施
し
たS

peedw
ay

と

の
統
合
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
は
22
年
度

に 

6
億 

8
千
万
ド
ル
着
地
見
込
み
と
な
り
、

23
年
度
に
は
約 

8
億
ド
ル
の
実
現
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
当
初
の
計
画
を

大
幅
に
上
回
る
順
調
な
進
捗
を
ふ
ま
え
、

店
舗
レ
ベ
ル
お
よ
び
全
社
レ
ベ
ル
で
の
統
合

を
完
遂
す
る
こ
と
で
計
画
値
を
上
回
る
シ

ナ
ジ
ー
効
果
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

④ 

M
&
A
と
新
規
出
店
に
よ
る
事
業
拡
大

現
在
、
米
国
内
の
C
V
S
市
場
は
、
中

小
規
模
の
C
V
S
チ
ェ
ー
ン
が
大
半
を
占

め
、
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
S
E
I
は
、

こ
う
し
た
市
場
環
境
の
中
で
M
&
A
と
新

規
出
店
を
併
用
す
る
こ
と
で
迅
速
な
店
舗
網

の
拡
大
を
図
り
、
事
業
機
会
を
確
実
に
と
ら

え
て
成
長
を
継
続
し
て
い
く
方
針
で
す
。

こ
れ
ら
4
つ
の
成
長
戦
略
の
遂
行
に

よ
っ
て
、「
食
」を
中
心
と
す
る
事
業
の
売

上
構
成
比
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
で
事
業
構

造
を
変
革
し
、
商
品
荒
利
率
を
大
幅
に
改

善
す
る
と
と
も
に
事
業
全
体
の
R
O
I
C

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
戦
略
再
評
価
と

今
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

中
期
経
営
計
画
の
策
定
と
と
も
に
お
示

し
し
た
グ
ル
ー
プ
重
点
戦
略
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
も
と
で
再
評

価
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
再
評
価

に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
ご
と
の

成
長
性
・
効
率
性
を
ふ
ま
え
な
が
ら
当
社

グ
ル
ー
プ
の
企
業
価
値
向
上
に
資
す
る
戦

略
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
検

討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
再

評
価
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
お
よ
び
公
正
性

を
担
保
す
る
た
め
に
独
立
し
た
外
部
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
起
用
。
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

排
除
せ
ず
、
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
（
以
下

S
S
T
）事
業
を
は
じ
め
、
各
事
業
の
戦

略
的
選
択
肢
、
抜
本
的
な
グ
ル
ー
プ
事
業

構
造
改
革
に
つ
い
て
社
外
取
締
役
を
含
む

全
取
締
役
に
よ
っ
て
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
経
営
方
針

と
し
て『「
食
」の
強
み
を
軸
と
し
国
内
外

C
V
S
事
業
の
成
長
戦
略
に
フ
ォ
ー
カ
ス

す
る
こ
と
で
、
最
適
な
経
営
資
源
配
分
を

実
行
し
な
が
ら
、「
食
」を
中
心
と
し
た

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
リ
テ
ー
ル
グ
ル
ー

プ
に
成
長
す
る
』
と
い
う
最
重
要
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
経
営
方
針
に
沿
っ
た
成
長

戦
略
の
進
行
を
支
え
る
グ
ル
ー
プ
施
策

と
し
て
、
① 

グ
ル
ー
プ
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・

リ
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
お
よ
び
、

② 

戦
略
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
ま
し
た
。

① 

の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
リ
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
の
成
長
ド
ラ
イ
バ
ー

と
な
る
C
V
S
事
業
へ
の
戦
略
投
資
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー（
以
下
C
F
）の
集
中

配
分
を
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
自
己
株
式

取
得
を
含
む
機
動
的
な
株
主
還
元
の
実
施

を
通
じ
、
23
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
の
累

計
の
総
還
元
性
向
を
50
%
以
上
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。※

② 

の
戦
略
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
独
立

社
外
取
締
役
の
み
で
構
成
し
、「
国
内
外

C
V
S
事
業
の
成
長
戦
略
」「
S
S
T
事

業
変
革
」な
ど
の
グ
ル
ー
プ
重
点
戦
略
に

関
す
る
進
捗
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ
び

戦
略
実
現
の
た
め
の
最
適
な
グ
ル
ー
プ
事

業
構
造
・
I
P
O
や
ス
ピ
ン
オ
フ
な
ど
も

含
む
戦
略
的
選
択
肢
に
関
す
る
包
括
的
で

客
観
的
な
分
析
・
検
証
を
継
続
的
に
進
め
、

こ
れ
ら
の
検
証
結
果
を
も
と
に
、
当
社
グ

ル
ー
プ
の
中
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上
の

た
め
の
助
言
を
取
締
役
会
に
対
し
て
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
株
主
還
元
に
つ
い
て
：
Ｃ
Ｖ
Ｓ
事
業
へ
の
戦
略
投
資
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
重
視
し
つ
つ
、
自
己
資
本
利
益
率
、一株
当
た
り
当
期
純
利
益

の
向
上
に
向
け
た
自
己
株
式
取
得
の
機
動
的
な
実
施
を
想
定

し
、
今
般
の
中
期
経
営
計
画
上
方
修
正
と
併
せ
総
還
元
性
向

を
25
年
度
ま
で
の
累
計
で
50
％
以
上
と
す
る
方
針
で
す
。

グ
ル
ー
プ
の
「
食
」
シ
ナ
ジ
ー
を

結
集
し
C
V
S
事
業
の

競
争
力
の
維
持
・
向
上
を
推
進

グ
ル
ー
プ
戦
略
再
評
価
で
は
、
戦
略
を

定
性
、
定
量
の
両
面
か
ら
分
析
を
進
め
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
グ
ル
ー
プ
の
成
長
戦
略

の
中
心
に
据
え
る「
強
み
」が
、「
食
」分
野

に
あ
る
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
C
V
S

生鮮冷食

食
シナジ ー
食食食
シナジ ーシナジ ーシナジ ー

SE I（2）

グローバルCVS（1）

首都圏集中 ＋ SM統合
インフラ整備 
PC（4）､CK（5）､ 
ネットスーパー

アパレル

撤退（3）

「食」の強みが当社グループにおける国内外CVS事業の成長を支える競争力の源泉

商品領域拡大

CVS事業（6）
選択と集中

SST事業

惣菜／
FF

雑貨等グロ
サリー

（1）事業主体は7- Eleven International LLC（「7IN」）
（2）事業主体は7- Eleven,  Inc. （「SEI」）
（3）自社が運営するアパレル事業からの撤退

（4）PC：プロセスセンター
（5）CK：セントラルキッチン
（6）事業主体は株式会社セブン   -  イレブン・ジャパン（「SEJ」）

（図3） 「食」を軸とした国内外CVS事業の成長戦略
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既
存
展
開
地
域
／

新
規
展
開
地
域
で
戦
略
推
進

〜 
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業 

〜

「7
‐E

leven

」は
、
現
在
19
の
国
と

地
域
で
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
既

存
エ
リ
ア
、
新
規
エ
リ
ア
と
も
、
大
き
な

成
長
余
地
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

グ
ロ
ー
バ
ル
C
V
S
事
業
の
戦
略
推
進
を

担
う7-Eleven International LLC

で
は
、
従
来
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
基
づ
く

ラ
イ
セ
ン
サ
ー
の
資
本
力
お
よ
び
リ
ス
ク
負

担
に
依
拠
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
加
え
、

ラ
イ
セ
ン
シ
ー
へ
の
戦
略
的
投
融
資
の
実

行
に
よ
る
質
と
ス
ピ
ー
ド
を
と
も
な
っ
た
成

長
を
実
現
す
る
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

も
採
り
入
れ
、
加
速
度
的
な
利
益
成
長
を

推
進
す
る
方
針
で
す
。
ま
た
、「
食
」の
強

み
を
含
め
、
米
国
に
お
い
て
S
E
I
の
再
建

を
手
が
け
、
目
覚
ま
し
い
成
長
へ
と
導
い
て

き
た
事
業
革
新
の
手
法
を
活
か
し
て
ラ
イ

セ
ン
シ
ー
の
潜
在
的
な
成
長
性
を
引
き
出
す

こ
と
に
よ
り
、
利
益
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
25
年
度
ま
で
に
5
万

店
※
の
店
舗
網
の
確
立
、
30
年
度
ま
で
に

30
の
国
と
地
域
で
の
出
店
を
行
い
M
&
A

を
含
む
戦
略
的
な
投
融
資
に
よ
っ
て

E
B
I
T
D
A
年
平
均
成
長
率
34
%
を

目
指
し
ま
す
。

※
日
本
・
北
米
を
除
く
地
域

新
た
な
品
揃
え
、

新
コ
ン
セ
プ
ト
の
店
舗
な
ど
に
挑
戦

〜 

国
内
C
V
S
事
業 

〜

S
E
J
で
は
、国
内
で
進
む
少
子
高
齢
化

や
単
身
世
帯
の
増
加
を
は
じ
め
と
す
る
人
口

動
態
の
変
化
、女
性
の
就
業
率
増
加
な
ど
を

背
景
と
し
た
社
会
構
造
お
よ
び
消
費
構
造
の

変
化
、
さ
ら
に
近
年
の
お
客
様
の
価
値
観
の

変
容
に
対
応
し
、グ
ル
ー
プ
の
S
S
T
事
業

で
培
っ
て
き
た
知
見
を
活
か
し
て「
食
」領
域

の
強
化
を
図
り
、品
揃
え
の
拡
充
お
よ
び
新

た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
店
舗
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
22
年
後
半
以
来
の
物

価
高
騰
局
面
で
も
、
S
E
J
で
は
P
B「
セ

ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」の
売
上
伸
長
が
店
舗
売

上
を
下
支
え
し
た
ほ
か
、独
自
の
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
が
生
む
価
値
あ
る
商
品
の
開
発
や

月
次
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
効
果
な
ど
に
よ
り
、既

存
店
売
上
は
前
年
比
1
0
3
・
６
%
と
堅

調
に
推
移
し
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
グ
ル
ー

プ
シ
ナ
ジ
ー
を
活
か
し
た「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ

ア
ム
」お
よ
び
魅
力
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
拡
充
に
よ
り
、商
品
力
を
高
め
る
こ
と
で

店
舗
集
客
力
、収
益
力
の
向
上
に
よ
る
安
定

成
長
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
と
く
に
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂（
以
下
I
Y
）が
育
成
し
て

き
た
生
鮮
食
品
の「
顔
が
見
え
る
野
菜
。」や

冷
凍
食
品「
E
A
S
E 

U
P
」、価
格
戦
略

ブ
ラ
ン
ド「
セ
ブ
ン
・
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
」な
ど

を
採
り
入
れ
、1
0
0
〜
1
5
0
坪
の
規
模

で
約
5
0
0
0
〜 

6
0
0
0
ア
イ
テ
ム
の

品
揃
え
の
新
コ
ン
セ
プ
ト
店
舗「
S
I
P
※

ス
ト
ア
」に
よ
っ
て「
食
」の
ニ
ー
ズ
へ
の
さ
ら

な
る
対
応
を
図
り
、
23
年
度
下
期
に
は
テ
ス

ト
店
舗
の
オ
ー
プ
ン
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
価
値
提
供
で
は
、
S
E
J
独
自
の

強
み
を
発
揮
す
る
店
舗
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

在
庫
と
連
携
し
た
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

「
7
N
O
W
」に
よ
り
、
お
客
様
の
ご
注
文
に

確
実
に
対
応
す
る
と
と
も
に
ご
注
文
か
ら
お

届
け
ま
で
の
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
で
、
従

来
の
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
超
え
る
利
便

性
を
実
現
。
ま
た
、同
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
店

舗
の
売
上
拡
大
に
も
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

同
サ
ー
ビ
ス
は
24
年
度
末
ま
で
に
約
2

万
店
舗
に
導
入
す
る
計
画
で
、
現
在
、
導
入

店
舗
、
地
域
の
拡
大
を
加
速
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
リ
テ
ー
ル
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
セ

ブ
ン‐

イ
レ
ブ
ン
ア
プ
リ
で
の
広
告
お
よ
び

セ
ブ
ン‐

イ
レ
ブ
ン
店
内
で
の
広
告
を
中
心

と
し
た
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
み
、
新
た

な
成
長
軸
の
育
成
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

（
図
4
）S
E
J
は
、
こ
れ
ら一連
の
成
長

戦
略
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
営
業
利
益

の
成
長
を
実
現
し
、
R
O
I
C
の
さ
ら
な

る
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
加
え
、

デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス「
7
N
O
W
」、
リ

テ
ー
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
新
規
事
業
展
開
へ

の
挑
戦
を
通
じ
て
、
競
争
力
強
化
と
利
益

成
長
の
加
速
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
S
I
P
＝
S
E
J
・
I
Y
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

Ｓ
Ｓ
Ｔ
事
業
の
抜
本
的
変
革

首
都
圏
の
「
食
」
市
場
に
焦
点
を
定
め

3
年
を
め
ど
に
5
つ
の
施
策
を
遂
行

S
S
T
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た「
食
」分
野
で
の
強
み
を
結
集
し
て
グ

ル
ー
プ
の
成
長
戦
略
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
2
0
1
6
年
以
来
、
単  

一  

事
業
と
し

て
の
収
益
性
、
資
本
効
率
の
改
善
を
課
題

と
し
た
構
造
改
革
に
集
中
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
構
造
改
革
の
成
果
を
発
揮
し
、
グ

ル
ー
プ
全
体
の
戦
略
方
向
性
に
沿
っ
た
抜
本

的
変
革
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
再
成
長
を

追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
S
S
T
事
業
の
抜
本
的
な
変

革
を
推
進
す
る
た
め
、
今
後
3
年
間
で
5
つ

の
施
策（
図
5
）を
遂
行
す
る
計
画
で
す
。

① 

ア
パ
レ
ル
事
業
完
全
撤
退

「
食
」分
野
に
集
中
し
、
自
社
運
営
の

ア
パ
レ
ル
事
業
か
ら
完
全
撤
退

② 

首
都
圏
へ
の
フ
ォ
ー
カ
ス
加
速
と

追
加
閉
鎖

Ｉ
Ｙ
の
首
都
圏
へ
の
集
中
を
加
速
さ
せ
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
店
舗
構
造
改
革
に

よ
る
店
舗
閉
鎖
に
加
え
、
14
店
舗
の

閉
鎖
を
追
加

③ 

首
都
圏
事
業
の
統
合
再
編

Ｉ
Ｙ
、
ヨ
ー
ク
な
ど
の
首
都
圏
Ｓ
Ｓ
Ｔ

事
業
の
統
合
再
編
を
実
施
し
、
首
都

圏
に
お
け
る
シ
ナ
ジ
ー
と
運
営
効
率
の

最
大
化
を
図
る

④ 

戦
略
投
資
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

プ
ロ
セ
ス
セ
ン
タ
ー
、
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ

チ
ン
、
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
の
セ
ン
タ
ー
化

と
い
っ
た
戦
略
投
資
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
を

通
じ
て
、
さ
ら
な
る
利
益
成
長
可
能
な

収
益
構
造
を
実
現
す
る

⑤ 

完
全
実
行
の
担
保
と

透
明
性
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

外
部
変
革
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
起
用
に
よ
る

変
革
施
策
の
完
全
実
行
と
工
程
管
理
を

徹
底
し
、
取
締
役
会
お
よ
び
戦
略
委
員

会
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
株
主
へ
の
透

明
性
を
持
っ
た
共
有
を
行
う

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、首
都
圏

S
S
T
事
業
は
25
年
度
に
E
B
I
T
D
A

5
5
0
億
円
、
R
O
I
C 

4
%
以
上
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従

来
、
営
業
収
益
1
兆
円
未
満
の
中
小
規
模

の
事
業
主
体
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
国
内
業

界
に
お
い
て
、
大
規
模
か
つ
高
収
益
の

S
S
T
事
業
を
創
出
し
、
独
自
の
事
業

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
グ
ル
ー
プ
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
リ
ア

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
方
針
に
基
づ
き
、

S
S
T
事
業
に
お
け
る
投
資
に
あ
た
っ
て

は
、
S
S
T
事
業
内
で
創
出
し
た
C
F
を

充
て
、
C
V
S
事
業
で
創
出
し
た
C
F
の

配
分
は
想
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
刷
新

新
た
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
強
化

グ
ロ
ー
バ
ル
成
長
戦
略
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

事
業
拡
大
、
S
S
T
事
業
な
ど
の
抜
本
的

構
造
改
革
を
完
遂
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー

プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
刷
新
い
た
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
中
長
期
的
視
点
で

グ
ル
ー
プ
経
営
体
制
の
強
化
と
安
定
化
を

図
る
た
め
代
表
取
締
役
3
名
体
制
に
変
更
。

ま
た
、
セ
グ
メ
ン
ト
単
位
で
成
長
戦
略
お
よ

び
事
業
構
造
改
革
の
実
行
力
・
推
進
力
を

高
め
、連
結
ベ
ー
ス
で
の
中
期
経
営
計
画
の

必
達
を
図
る
た
め
、各
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
に

統
括
責
任
役
員
を
任
命
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
部
門
で
は
、部
門
ご
と
に
最

高
責
任
者（
C
X
O
）を
設
置
し
、
拡
大

す
る
グ
ル
ー
プ
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
チ
ー

ム
の
増
強
を
図
り
つ
つ
、
各
戦
略
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
機
能
の
体
制
強
化
、
戦
略
推
進
力

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

購買データを活用
した外部メディア
への広告配信

アプリに
広告バナーを設置
メーカー広告掲載

アプリ
広告収入

データ
利用収入

広告バナー
表示エリア

事業構造の変革 成長戦略 変革実行インフラ

2025年度に首都圏SST事業（3）の
EBITDA 550億円、ROIC 4%以上を実現

（1）自社が運営するアパレル事業　	（2）PC：プロセスセンター、CK：セントラルキッチン
（3）イトーヨーカ堂（IY）、ヨーク（YO）、	シェルガーデン（SG）

完全実行の担保と透明性あるモニタリング
■ 外部変革エキスパートの起用による変革施策の完全実行と工程管理
■ 取締役会および戦略委員会によるモニタリングと株主への透明性を持った共有

5

3

1

4

2

■ 注力する首都圏におけるシナジー
および運営効率の最大化

首都圏事業の
統合再編

■ グループ戦略の
軸となる「食」に
フォーカス

アパレル事業（1）
完全撤退

食
シナジ ー
食食食
シナジ ーシナジ ーシナジ ー

■ PC／CK（2）およびネットスーパー
の活用により、さらなる利益成長
可能な収益構造の実現

戦略投資インフラ
の整備

■ IYは注力する首都圏への
フォーカスを加速

■ 首都圏でも採算性・
戦略適合度の低い
店舗は戦略的撤退

首都圏への
フォーカス加速と追加閉鎖

（図5） SST事業の抜本的変革の全体像 ： 5つの施策

店舗のリアルタイム在庫と連携し、
お客様のご注文に確実に対応・
最短 30分でお届けする

コンビニとスーパーストアを
組み合わせた
新コンセプト店舗

「7NOW」「SIPストア」

（図4）広告ビジネスへの参入

89
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2023年2月期 決算概況

国内外コンビニエンスストア事業が牽引し、
各段階利益において過去最⾼益を達成

連 結 業 績

連結貸借対照表

連結キャッシュ・フロー計算書

主な事業セグメント別営業利益

1株当たりの配当金

営業収益営業利益親会社株主に帰属する当期純利益

金融関連事業

百貨店・専門店事業

スーパーストア事業

国内コンビニエンスストア事業

海外コンビニエンスストア事業

セブン銀行
当連結会計年度末時点の国内ATM設置台数は26,889台（前連結会計年度末差695
台増）、各種キャッシュレス決済にともなう現金チャージ取引件数が伸長したこと
などにより1日1台当たりのATM平均利用件数は101.1件（前年同期差4.4件増）と
なり、当連結会計年度のATM総利用件数は前年を上回りました。

そごう・西武　営業利益前期差：+59億円
［ 主な増減要因 ］ 収入+73億円、荒利率+0.9億円、販売管理費 −14億円
衣料品およびラグジュアリーブランド品の販売好調などを主因に既存店売上が前年を上
回り、営業利益は24億63百万円(前年同期は35億27百万円の営業損失)となりました。

セブン＆アイ・フードシステムズ
外食ニーズの回復などにより既存店売上は前年を上回りましたが黒字化にはいたら
ず、営業損失は7億16百万円(前年同期は41億14百万円の営業損失)となりました。

イトーヨーカ堂　営業利益前期差： −12億円
［ 主な増減要因 ］ 収入−826億円、営業総利益率+800億円、販売管理費+13億円

既存店売上は前年を下回りましたが、2022年3月1日付のライフフーズとの合併効
果などにより荒利率が改善し、営業利益は180億13百万円（同122.5％）となりました。

ヨークベニマル　営業利益前期差：+33億円　
［ 主な増減要因 ］ 収入+33億円、荒利率+212億円、販売管理費 −213億円

人流回復などを主因にテナント含む既存店売上は前年を上回りましたが、食品の荒利率
悪化や水道光熱費の高騰などにより、営業利益は4億8百万円（同25.2％）となりました。

-1.1%伸び率

375億円
2022年2月期 2023年2月期

371億円

+115億円前年同期差

-81億円
2022年2月期 2023年2月期

34億円

7-Eleven, Inc.　営業利益前期差：+1,717億円(うち為替影響：+654億円)　
［ 主な増減要因 ］ 収入+3,039億円、荒利率+2,430億円、販売管理費 −3,752億円
品質および収益性の高いオリジナル商品の開発と販売、デリバリーサービス「7NOW」
を強化したことと、2021年5月に取得したSpeedway事業との統合シナジーなどに
より、チェーン全店売上は10兆4,423億60百万円（同161.5％）、営業利益は3,965億
68百万円（同176.4％）となりました。

セブン‐イレブン・ジャパン　営業利益前期差：+97億円
［ 主な増減要因 ］ 収入+72億円、荒利率+67億円、販売管理費 −42億円
「高付加価値商品の品揃え拡充」「取り扱いアイテム数増加を図る売場レイアウトの変更」
「イベント感を演出する販売促進」の3つの施策を融合させた取り組みに注力し、チェーン
全店売上は5兆1,487億42百万円（前年同期比104.0％）となりました。水道光熱費の
高騰が続いているものの、営業利益は2,328億73百万円（同104.4％）となりました。+3.9%伸び率

2,233億円
2022年2月期 2023年2月期

2,320億円

-35.6%伸び率

187億円
2022年2月期 2023年2月期

121億円

1,598億円
伸び率 +81.2%

2022年2月期 2023年2月期

2,897億円

2023年2月期決算の詳細は、
セブン ＆ アイHLDGS.  WEBサイト
「IR資料室」へ

　営業活動によるキャッシュ・フローは、主に
税金等調整前当期純利益の計上などにより
収入となり、投資活動によるキャッシュ・
フローは、主に新規出店や既存店投資に
ともなう有形固定資産の取得、DX投資に
ともなう無形固定資産の取得などにより
支出となりました。財務活動によるキャッ
シュ・フローは長期借入金の返済などにより
支出となりました。以上の結果、現金及び
現金同等物の期末残高は1兆6,747億円と
なりました。

期末

中間

記念配当

1 株当たりの配当金を安定
的・継続的に向上させつつ、総
還元性向50%以上(2023年度
から2025年度累計)を目標と
した株主還元を実施します。

株 主 還 元 方 針

　当連結会計年度における国内経済はまん延防止等重点措置などの行動制限がなかったことから持ち直しの動きが見られ、北米においては 
歴史的な高インフレが続く中、政策金利の引き上げなどの影響による個人消費の減速が見られました。このような環境の中、グループ戦略再
評価の結果およびアップデートされた中期経営計画に基づく中長期的な企業価値創造と持続的成長の具現化に傾注し、営業収益は11兆 
8,113億3百万円（前年同期比35.0％増）、営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益もそれぞれ過去最高益となりました。

注）1.	為替換算レート：2023年2月期	U.S.＄1=131.62円	1元＝19.50円　2024年2月期予想	U.S.＄1＝131.00円	1元＝19.00円
　		2.	2023年2月期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号	2020年3月31日）等を適用しています。
　		　	なお、従前の計上方法による営業収益である総額営業収益(参考値)は12兆4,960億円(伸び率+42.8%)であります。

2023年2月期2022年2月期 2024年2月期
予想

6,000

0

（億円）

5,0655,065
4,000

2,000

5,1305,130

3,8763,876

+33.3% +30.7% +35.0%伸び率

2023年2月期2022年2月期 2024年2月期
予想

3,000

0

（億円）

2,000

1,000

2,8502,850

2,1072,107

2,8092,809

伸び率 伸び率

2023年2月期2022年2月期 2024年2月期
予想

120,000

0

（億円）

80,000

40,000

現金及び
現金同等物の
期首残高

営業活動による営業活動による
キャッシュ・フローキャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

-1,854

10,000

15,000

20,000

0

5,000

25,000
（億円）

財務活動による財務活動による
キャッシュ・フローキャッシュ・フロー

9,284

投資活動による投資活動による
キャッシュ・フローキャッシュ・フロー

-4,132

88兆7,4977,497

1111兆1,5401,5401111兆8,1138,113

2,809億円 5,065億円 11兆8,113億円

51.0 円

98.5 円

47.5 円

98.5 円

51.0 円

47.5 円

100.0 円

52.0 円

48.0 円

113.0 円

53.5 円

49.5 円

113.0 円

56.5 円

56.5 円

2021年2月期2020年2月期 2022年2月期 2023年2月期 2024年2月期予想

80,000

60,000

40,000

20,000

　流動資産は、セブン銀行におけるATM装填用現金の増加と
円安影響などによる現金及び預金の増加、固定資産は海外
コンビニエンスストア事業における新リース会計基準適用による
使用権資産の増加などにより増加しました。

資産合計

2022年2月末

0

100,000
（億円 ）

18

2兆6,047

6兆1,326

8兆7,392

　負債は、主に海外コンビニエンスストア事業における新リース
会計基準適用によるリース債務の増加、純資産は、親会社株主
に帰属する当期純利益および為替換算調整勘定の増加などに
より増加しました。

負債純資産合計

2022年2月末 2023年2月末

0

100,000
（億円 ）

80,000

60,000

40,000

20,000

6兆9,027

3兆6,481

1兆6,747

5兆5,915

3兆1,477

1兆4,148

8兆7,392

10兆5,509

固定資産

流動資産

2023年2月末
繰延資産

3兆606

7兆 4,891

10兆5,509

11

純資産

負債

10.010.0円円
150

現金及び現金及び
現金同等物の現金同等物の
期末残高期末残高-2,703
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会社法第2条第15号に定める社外取締役
会社法第2条第16号に定める社外監査役

所在地別分布状況

株主数

株式数

関東
54.1%

関東
63.2%

海外
33.1%

近畿
15.2%

中部
13.0%

その他国内
3.7%

北海道 2.1%
中国 3.5%
九州 4.4%
東北 5.0%

四国 1.5%
海外 1.3%

株主メモ

決算期 2月末日
定時株主総会 5月
定時株主総会の株主確定基準日 2月末日
配当基準日 2月末日および8月31日
単元株式数 100株
公告方法 電子公告

https://www.7andi.com/ir/koukoku.html
事故その他やむを得ない事由によって電子公告
による公告ができない場合には、日本経済新聞
に掲載いたします。

上場取引所 東京証券取引所プライム市場
証券コード 3382
株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

TEL　0120-232-711（通話料無料）

当
連
結
会
計
年
度
は
、
イ
ン
フ
レ
の
進
行
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
変

化
に
よ
る
負
の
影
響
に
対
し
て
、
国
内
お
よ
び
海
外
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
以
下
、
C
V
S
）事
業
を
中
心
に
迅
速

に
対
応
し
た
こ
と
で
、
営
業
収
益
が
11
兆
8
1
1
3
億
円

と
国
内
小
売
業
で
初
め
て
10
兆
円
を
超
え
る
と
と
も
に
、
営

業
利
益
5
0
6
5
億
円
、
親
会
社
株
主
に
帰
属
す
る
当
期

純
利
益
2
8
0
9
億
円
と
過
去
最
高
益
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
に
お
き

ま
し
て
は
、
年
間
を
通
し
て
ご
好
評
い
た
だ
い
た
フ
ェ
ア
の

実
施
と
そ
の
企
画
に
基
づ
く
商
品
開
発
、こ
れ
に
売
場
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
有
機
的
に
連
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
売
上
、

利
益
と
も
に
成
長
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

7
-E
leven, Inc. 

に
お
き
ま
し
て
は
、
2
0
2
1
年
5

月
に
取
得
を
完
了
し
たS

peedw
ay

の
業
績
が
通
年
で
寄

与
し
た
こ
と
、
そ
の
統
合
効
果
が
計
画
以
上
に
発
現
し
た

こ
と
に
加
え
、ガ
ソ
リ
ン
事
業
の
荒
利（
C
P
G
：
ガ
ロ
ン

当
た
り
の
荒
利
額
）
が
高
い
水
準
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、

売
上
、利
益
と
も
に
大
き
く
伸
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
当
社
は
3
月
9
日
に
中

期
経
営
計
画
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

目
指
す
グ
ル
ー
プ
像
と
し
て
、「『
食
』を
中
心
と
し
た
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
リ
テ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
」と
よ
り
方
向
性
を

明
確
に
し
た
う
え
で
、
成
長
を
牽
引
す
る
国
内
外
C
V
S

事
業
に
お
い
て
は
、
長
年
に
わ
た
る
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
事
業

と
の
協
業
に
よ
り
培
わ
れ
た「
食
」の
強
み
を
さ
ら
に
磨
き

上
げ
る
べ
く
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
に
よ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
開
発
力
の
強
化
を
、北
米
、さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル

で
展
開
す
る
と
と
も
に
、「
7
N
O
W
」な
ど
の
デ
リ
バ
リ
ー

事
業
や
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
リ
テ
ー
ル
メ
デ
ィ
ア
事
業
と

い
っ
た
新
規
事
業
の
推
進
に
よ
り
、競
争
力
の
い
っ
そ
う
の
強

化
と
利
益
成
長
の
加
速
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
他
方
、ス
ー

パ
ー
ス
ト
ア
事
業
に
お
い
て
は
、と
く
に
首
都
圏
に
お
い
て
、

事
業
構
造
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
選
択
と
集
中
を
骨
子
と
す

る
抜
本
的
な
変
革
を
3
年
間
で
成
し
遂
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
期
経
営
計
画
の
実
行
に
よ
り
、
利
益
成
長
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
創
出
力
が
高
ま
る
こ
と
を
勘
案
し
、
株
主
還
元

に
つ
い
て
は
、
2
0
2
5
年
度
ま
で
の
3
年
間
累
計
で
総

還
元
性
向
50
%
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
戦
略
を
推
進
し
、

持
続
的
な
企
業
価
値
向
上
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

連
結
業
績
の
進
捗
報
告
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
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＊２

会社概要（2023年2月28日現在）

商号
株式会社セブン＆アイ・ホールディングス
設立
2005年9月1日
本店所在地
東京都千代田区⼆番町8番地8
資本金
500億円
従業員数
1,017名 （連結 84,154名）

役員（2023年5月25日現在）

取締役	 代表取締役社長	 井阪 隆一	
	 代表取締役副社長	 後藤 克弘
	 代表取締役	 伊藤 順朗
  取締役	 永松 文彦
 取締役	 ジョセフ・マイケル・デピント
 取締役	 丸山 好道
 取締役	 米村 敏朗＊1

  取締役	 井澤 吉幸＊1

  取締役	 山田 メユミ＊1

  取締役	 ジェニファー・シムズ・ロジャーズ＊1

  取締役	 和田 眞治＊1

  取締役	 八馬 史尚＊1

  取締役	 ポール 与那嶺＊1

  取締役	 スティーブン・ヘイズ・デイカス＊1

 取締役	 エリザベス・ミン・マイヤーダーク＊1

監査役 常勤監査役 幅野 則幸
常勤監査役 手島 伸知
監査役　　 原 一浩＊2

監査役　　 稲益 みつこ＊2

監査役　　 松橋 香里＊2

会 社 情 報

株 式 の 状 況
（2023年2月28日現在）

セブン& アイHLDGS.
取締役 常務執行役員
最高財務責任者（CFO）

丸山 好道

所有者別分布状況 ( ) 内は構成比

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） …………… 121,723 13.7%
伊藤興業株式会社 ……………………………………………… 70,701 8.0%
株式会社日本カストディ銀行（信託口） ………………………… 52,596 5.9%
SMBC日興証券株式会社 ……………………………………… 34,588 3.9%
SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT ……………… 21,197 2.4%
伊藤　雅俊 ……………………………………………………… 19,658 2.2%
日本生命保険相互会社 ………………………………………… 17,672 2.0%
VALUEACT CAPITAL MASTER FUND L .P . ………… 16,761 1.9%
三井物産株式会社 ……………………………………………… 16,222 1.8%
日本証券金融株式会社 ………………………………………… 14,153 1.6%

大株主 （千株）

株式の総数

発行可能株式総数
発行済株式総数

4,500,000,000株
886,441,983株

株主数

74,745名

（持株比率）

74,745(100.0%)

株主数（名） 株式数（株）

886,441,983 (100.0%)

金融機関

金融商品
取引業者

その他の
法人

外国
法人等

個人・
その他

合計

172 (0.2%)

43 (0.1%)

1,339 (1.8%)

1,040 (1.4%)

72,151 (96.5%)

289,824,047 (32.7%)

75,993,177 (8.6%)

130,212,743 (14.7%)

292,957,555 (33.0%)

97,454,461 (11.0%)

連 結 財 務ＫＰＩ

2023年2月期
評価＊1 2024年2月期

期首計画 実 績 計画差 見通し

EBITDA 8,823億円 9,953億円 +1,130億円 ◎ 10,100億円

営業CF
（除く金融） 7,605億円 8,328億円 +723億円 ◎
フリーCF水準
（除く金融） 2,954億円 4,740億円 +1,786億円 ◎

ROE 7.9 ％ 8.7 ％ +0.8 ％ ◎ 8.2 ％
ROIC
（除く金融） 4.8 ％ 5.2 ％ +0.4 ％ ◎ 5.2 ％
Debt/EBITDA
倍率 2.9 倍 3.0 倍 +0.1 倍   ○＊2 2.6 倍

EPS 271 円 318 円 +46 円 ◎ 322 円

＊１　◎計画を上回る　○計画通り　×未達
＊2	　期首計画では北米CVS事業の有利子負債の一部を期限前返済する計画でしたが、
　　		米国金利状況を鑑み契約期限通りの返済を実施。

2026年2月期
当初目標 アップデート目標 当初差

EBITDA 10,000億円以上 11,000億円以上 +1,000億円 

営業CF（除く金融） 8,000億円以上 9,000億円以上 +1,000億円 
フリーCF水準
（除く金融） 4,000億円以上 5,000億円以上 +1,000億円 

ROE 10 ％以上 11.5 ％以上 +1.5 ％

ROIC（除く金融） 7 ％以上 8.0 ％以上 +1.0 ％

Debt/EBITDA倍率 2 倍未満 1.8 倍未満 -0.2 倍

EPS（CAGR） 15 ％以上 18 ％以上 +3 ％
注）M&A等の戦略投資は含めずに算出
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50周年記念サイトは
こちらから
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環境に配慮した店舗・設備
ソーラーパネルの設置によるCO₂排出量削減など、環境に
配慮した店舗の開発と推進

サプライチェーン全体で環境負荷を軽減
持続可能な調達に向けたベジタブルプラントや、輸送エネ
ルギーのコスト削減につながる陸上養殖の取り組みなど、
上流から下流までサプライチェーン全体で取り組みを実施

お客様とともに循環型社会の実現
食品ロス削減において、オリジナルフレッシュフードの長
鮮度化、「てまえどり」運動、エシカルプロジェクトなどの
施策を実施

働きがい・働きやすさ
IT・DXの活用による生産性の向上や、さまざまな研修・表
彰制度の拡充を図り、質の高い職場環境を提供

パートナーシップ
お取引先様を含むサプライチェーン全体での生産性向上に
も寄与し、「人」にしかできない働きがいのある仕事を実現

社員一人ひとりの価値観・思考
働く環境・仕組み・制度の整備に注力し、社員一人ひとりが
当事者意識と責任を持って、課題に真摯に向き合い解決で
きる環境を構築。多様な人財の活躍を支援し、成長につな
げる

44つのビジョン

セブン - イレブン・ジャパンが 目指す未来
次の便利の扉を開くために

2023年、創業50周年を迎える、セブン‐イレブン・ジャパン。

常に革新と挑戦を続けるセブン‐イレブン・ジャパンのこれまでの歩みと、今後の目指す姿をお伝えします。

Building a joyful future, together.

明
あ す

日の笑
え が お

顔を 共
と も

に創
つ く

る

先
人
の
揺
る
ぎ
な
い
信
念
と

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
で

今
年
、セ
ブ
ン‐

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、

創
業
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
1
9
7
3

年
11
月
に
当
社
は
設
立
さ
れ（
※
1
）、
翌
年

5
月
に
1
号
店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

当
時
は
、
高
度
経
済
成
長
下
で
大
量
生

産
、
大
量
消
費
が
全
盛
で
あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
よ
う
な
小
規
模
店
が
成
功

す
る
は
ず
は
な
い
と
、
周
囲
か
ら
大
反
対
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー

で
あ
る
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社（
※
2
）は
日
本
へ

の
進
出
を
考
え
て
お
ら
ず
、
当
初
、
厳
し
い

契
約
条
件
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

伊
藤
雅
俊
名
誉
会
長
の
も
と
で
、
鈴
木

敏
文
名
誉
顧
問
を
は
じ
め
創
業
メ
ン
バ
ー

は
困
難
な
課
題
に
挑
戦
し
、
ゼ
ロ
か
ら
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
、
商
品
開
発
、
物

流
、
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
仕
組

み
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
に
賛
同
し
、
加
盟
し
て
く
だ

さ
っ
た
オ
ー
ナ
ー
様
を
は
じ
め
、
従
業
員
の

皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
着
実
に
社
会
に

根
づ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
日
の
よ
う
に
お
弁
当
、
お
に
ぎ

り
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ド

が
、
お
客
様
に
認
知
さ
れ
、
ご
支
持
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
商
品
開
発
、

製
造
、
配
送
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
き
た
す
べ
て
の
お
取
引
先
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
こ
の
50
年
、

当
社
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
か
ら
期
待
さ
れ
る

＂ソ
ー
シ
ャ
ル
グ
ッ
ド
＂
を
目
指
し
て

社
会
状
況
の
変
容
、
お
客
様
の
価
値
観

の
変
化
な
ど
、こ
の
50
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
に
直
面
し
、そ
の
解
決
に
挑
戦
す
る
こ
と

で
成
長
の
道
を
切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
世
の
中
は
、
便
利
に
な
る

一方
で
少
子
高
齢
化
、
地
域
の
過
疎
化
、
生

活
習
慣
病
、
そ
し
て
地
球
規
模
で
起
き
て

い
る
環
境
問
題
な
ど
多
く
の
社
会
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
人
と
地
域
と
の
つ
な
が

り
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
目
を
向
け
、
次
の

50
年
に
向
け
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
課
題

の
解
決
に
も
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
、

我
々
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
目
指
す
姿

と
し
て「
明
日
の
笑
顔
を 

共
に
創
る
」を

策
定
し
、「
次
の
便
利
の
扉
を
開
く
」と
い

う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
と
、「
健
康
、
地
域
、

環
境
、
人
財
」の
4
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン（
P
15

参
照
）を
通
じ
て
そ
の
実
現
を
図
る
こ
と

で
、
私
た
ち
が
社
会
に
必
要
と
し
て
い
た
だ

け
る
”ソ
ー
シ
ャ
ル
グ
ッ
ド“
な
存
在
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

セ
ブ
ン‐

イ
レ
ブ
ン
は
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
常
に
進
化
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
私

た
ち
セ
ブ
ン
‐イ
レ
ブ
ン
は
、
変
わ
り
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
明
日
の
笑
顔

を
共
に
創
っ
て
い
く
た
め
に
、
何
と
ぞ
私
た

ち
と
と
も
に
未
来
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
1 

当
初
の
社
名
は（
株
）ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
。

1
9
7
8
年
1
月
、（
株
）セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
に
改
称
。

※
2 7
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の
前
身
で
、
1
9
2
7
年
に
米
国
で

「
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
」の
原
型
と
な
る
小
型
店
を
創
業
。
こ

れ
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

健康を支える商品・品揃え
おいしい商品を通じてお客様が健康になれるよう、高品質な
商品を提供し、健康な食生活を支える

快適・健康な生活を実現する体験価値の提供
顧客接点の基盤となるセブン‐イレブンアプリを活用して、
お客様一人ひとりに合わせた提案やサービスの実現を図る

健康を支える生活拠点
1日に約2000万人が来店され、そのうち7割のお客様が食品
を目当てに来店される生活インフラとしての立場を活かし、
これまで以上に健康に関わる新たなサービス、コミュニケー
ションの拠点となる

地域のお客様ニーズ
各地域で産出された原材料を活用した地区商品の開発や、
各エリアのお客様のニーズにお応えする品揃え、サービス
をさらに拡大

地域に密着した生活インフラ
立地に合わせた新しい出店や品揃えを実現していくために、
新コンセプト店の開発を推進

地域創生
行政と連携した販促など、サプライチェーンの皆様とともに
地産地消に貢献し、食料自給率拡大や地域雇用の創出に
寄与

価値ある商品・サービスの提供を通じて、
健康な社会の実現を目指す 地域と共に生きる社会の実現を目指す

環境に配慮した
循環型社会の実現を目指す

多様な人財が活躍する
幸せな社会の実現を目指す

地域健康

環境 人財

セブン - イレブン・ジャパン創業50周年 特別企画



1617

１
９
７
０
年
代
初
頭
、
高
度
経
済
成

長
の
真
っ
只
中
に
あ
っ
た
日
本
国
内
の

流
通
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
大
量
生
産
・
大
量

消
費
を
中
心
と
し
た
市
場
構
造
へ
と
大

き
な
転
換
を
遂
げ
ま
し
た
。一
方
で
、

従
来
の
家
族
経
営
を
中
心
と
し
た
小
規

模
な
小
売
店
で
は
、
お
客
様
の
求
め
る

商
品
が
思
う
よ
う
に
仕
入
れ
ら
れ
な
い

な
ど
生
産
性
が
低
く
、
多
く
の
既
存
中

小
小
売
店
の
経
営
不
振
は
社
会
的
な
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
営
不
振
は
、

大
型
店
が
急
速
に
成
長
を
遂
げ
た
こ
と

が
原
因
と
い
う
声
が
高
ま
り
、
大
型
店

の
出
店
規
制
が
法
制
化
さ
れ
る
ま
で
に

い
た
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
既
存

中
小
小
売
店
の
不
振
の
真
因
は
、
流
通

ビ
ジ
ネ
ス
の
構
造
変
化
を
背
景
に
し
た

も
の
で
、
お
客
様
ニ
ー
ズ
に
立
脚
し
た

品
揃
え
、
店
づ
く
り
な
ど
生
産
性
を
追

求
す
れ
ば
、
既
存
中
小
小
売
店
の
活
性

化
と
大
型
店
と
の
共
存
共
栄
は
可
能
で

あ
る
と
考
え
た
人
物
が
い
ま
し
た
。
そ
の

人
こ
そ
、
当
時
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
管
理

部
門
の
責
任
者
と
し
て
出
店
交
渉
な
ど

の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
、
鈴
木
敏
文
セ

ブ
ン 

＆ 

ア
イ
H
L
D
G
S
．名
誉
顧
問

で
し
た
。

既
存
中
小
小
売
店
の
活
性
化
を
図
る

新
た
な
仕
組
み
を
求
め
て
い
た
時
、
鈴

木
名
誉
顧
問
が
出
会
っ
た
の
が
米
国
の

セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
で
し
た
。
小
規
模
店

舗
の
チ
ェ
ー
ン
で
、
す
ぐ
れ
た
成
長
性
を

示
し
て
い
た
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
、
既
存
中

小
小
売
店
の
近
代
化
と
活
性
化
を
実
現

す
る
カ
ギ
が
あ
る
と
考
え
、
提
携
を
図
っ

た
こ
と
が
日
本
国
内
で
の
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ

ブ
ン
事
業
の
発
端
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
国
内
小
売
業
の
専
門
家
や
学
者

の
間
で
は
、
日
本
で
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
展
開
に
反
対
す
る
声
が
大
勢
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
日
本

で
は
ま
だ
大
型
店
が
発
展
過
程
に
あ
り
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
時
期
尚
早
と

い
う
も
の
。
し
か
し
、
小
規
模
で
も
生
産

性
を
高
め
れ
ば
成
り
立
た
な
い
は
ず
は
な

い
と
考
え
た
鈴
木
名
誉
顧
問
は
、
米
国

で
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
を
展
開
し
て
い
た

サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社（
現7

-E
le
v
e
n
, 

Inc. 

）と
導
入
交
渉
を
進
め
ま
し
た
。

し
か
し
同
社
は
当
初
、
日
本
市
場
へ
の

進
出
意
思
が
な
く
、
困
難
な
交
渉
の
末
、

１
９
７
３
年
に
提
携
。
同
年
11
月
に

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
子
会
社
と
し
て
、

セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
前
身

「
ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
」を
設
立
し
ま
し
た
。

新
業
態
を
海
外
か
ら
導
入
し
て
差
別

化
を
図
る
と
い
う
、
従
来
の
小
売
業
の

発
想
や
常
識
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
創

業
理
念「
既
存
中
小
小
売
店
の
近
代

化
と
活
性
化
、
共
存
共
栄
」を
持
っ
て

創
始
し
た
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
。
業
界
の

常
識
と
い
う
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、

お
客
様
や
加
盟
店
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
仕
事
を
進
め
る
た
め
に
、
あ
え
て
小
売

経
験
の
な
い
素
人
集
団
に
よ
る
会
社
運

営
を
図
り
ま
し
た
。「
お
客
様
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
、
過
去
の
常
識
に
と
ら
わ
れ

な
い
発
想
」を
大
切
に
す
る
セ
ブ
ン 

‐ 

イ

レ
ブ
ン
の
企
業
文
化
は
、
こ
こ
に
始
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
国
内
導
入
に
あ
た
っ
て

ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
の
メ
ン
バ
ー
は
サ
ウ
ス
ラ

ン
ド
社
で
研
修
を
受
け
、
膨
大
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
内
容
は
日
本
国
内
の
実
情
に
合
わ
ず
、

会
計
シ
ス
テ
ム
以
外
は
す
べ
て
独
自
に

開
発
し
た
結
果
、
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
の

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
も
、
小
規
模
小
売
店
の

実
情
に
合
っ
た
小
口
の
商
品
配
送
や
共

同
配
送
な
ど
従
来
の
商
慣
行
に
は
な
い

革
新
的
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
と
し
て
、

情
報
シ
ス
テ
ム
や
チ
ー
ム
M
D
な
ど
の

お
客
様
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
品
揃
え
を
実
現

す
る
仕
組
み
の
創
造
、
そ
し
て
お
弁
当

や
お
に
ぎ
り
を
主
力
商
品
に
育
て
上
げ

る
と
い
っ
た
独
自
の
商
品
開
発
な
ど
、

世
界
の
ど
こ
に
も
類
例
の
な
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
創
出
に
、
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
ゼ
ロ
か
ら
挑
戦
し

続
け
ま
し
た
。

米国サウスランド社
（現7- Eleven, Inc. ）とエリアサービス
およびライセンス契約締結

栄養ドリンク剤販売開始

インターネット代金
収納代行サービス開始

19991999年

衛星配信による第5次総合
店舗情報システム導入開始

19971997年

19731973年

第4次総合店舗情報システム
導入開始

19901990年

大型アイスクリームケース
導入開始

19941994年

日本初の本格的なフランチャイズシステムによるコンビニエンス
ストア「セブン‐イレブン」がオープン

19741974年

第1号店出店（東京都江東区・豊洲店）

24時間営業開始（福島県郡山市・虎丸店）
いつでも明かりがともる
店舗は人々から安心と信
頼を寄せられるようにな
り、やがて生活インフラ
へと成長していきました

19751975年

POSデータをふまえて発注数量を提案することで、
加盟店の発注精度の向上と発注時間の削減を実現

POS（販売時点情報管理）システム開始

19821982年

「買うもの」ではなく
「家庭でつくるもの」
だった時代に業界初
となる試みに挑戦し、
大ヒット

おにぎりを国民的商品に

19781978年

社名を
（株）セブン ‐ イレブン・ジャパンに改称

ターミナルセブンによる発注開始

異なるメーカーの商品を同じ車両で運ぶことが
なかった時代。配送コストのメリットなどを各
メーカーに働きかけ、業界の常識を打ち破り
共同配送を実現

ベンダーの集約化、同年10月より共同
配送開始

19761976年

セブン - イレブン5500周年 イノベーションと 挑戦の歴史19871987年

米飯共同配送3便制導入開始

バーコード読み取りによる24時間支払い可能な収納代行サー
ビスを日本で初めて開始

公共料金の支払いが可能に
（東京電力料金収納業務取り扱い開始）

セブン ‐ イレブンみどりの基金設立

初めてのオリジナルブランド
「焼きたて直送便」販売

19931993年

電子商取引（EC）事業の（株）
セブンドリーム・ドットコム設立
（同年7月よりサービス開始）

20002000年

「セブンミール」開始

19731973

19761976

19801980

19931993

日本国内出店数

55,,000000店舗突破

日本国内出店数

100100店舗突破

日本国内出店数

11,,000000店舗突破

（株）ヨークセブン
設立



食への安全・安心の意識や健康志向の高まりに応え、保存
料の使用を見直し、衛生管理・温度管理を徹底することで
業界で初めて販売を実現

「保存料・合成着色料※を使用しない」
商品を米飯・調理パン・惣菜・調理麺
にて販売
（※着色料のうち指定添加物）

アイワイバンク銀行（現 セブン銀行）の
店内ATM（現金自動預け払い機）
設置開始

24時間365日利用可能
な銀行（ATM）が誕生し、
現在では全国に26,896台
を展開
（2023年4月末時点）

1819

中国北京で第1号店出店
（北京市東城区・東直門店）

合弁会社セブン ‐ イレブン北京有限公司設立

マルチコピー機を活用したチケットサービス
などの取り扱い開始

20042004年

20022002年

7-Eleven, Inc. を子会社化

持株会社である（株）セブン ＆アイ・ホール
ディングス設立、東証第1部へ上場

7-Eleven, Inc. を完全子会社化

20052005年20082008年

（株）セブンカルチャーネットワーク設立

「セブンネットショッピング」サービス開始

20092009年

「セブンライフスタイル」
販売開始

チェーン全店売上が3兆円を突破

日本における「セブン ‐ イレブン」の
商標権を取得

移動販売「セブンあんしんお届け便」開始

オリジナル商品の内容、ロゴ、パッケージを
全面リニューアル

店内照明・店頭看板のLED化などの節電対
策を本格導入

20112011年

（株）イトーヨーカ堂と共同出資により
（株）アイワイバンク銀行（現 セブン銀行）設立

20012001年

マルチコピー機による「住民票の写し」
「印鑑登録証明書」の発行サービスを開始
（一部自治体より）

「セブン ‐ イレブンみどりの基金」を
「一般財団法人セブン ‐ イレブン記念財団」
として法人化

クレジットカードで決済開始

セブン ‐ イレブン成都有限公司設立

20102010年超小型電気自動車による商品お届け
サービス「セブンらくらくお届け便」
開始

（株）SEJアセットマネジメント＆
インベストメント設立

「セブンカフェ」販売開始

店頭で一杯ずつドリップする、おいしさに徹底的にこだ
わったコーヒーが手軽な価格で飲めるという驚きとともに
大人気商品に。業界を揺るがすコーヒー革命を起こした

水素ステーション併設店舗を開店

20122012年

20132013年

免税サービス開始

20142014年

チェーン全店売上高が4兆円を突破

第7次総合店舗情報システム本格導入開始

「omni7」グランドオープン

20152015年

20162016年

セブン ‐ イレブンのコーポレートカラーを「色彩
のみからなる商標」として日本で初めて登録

ベトナムにセブン‐イレブン初出店

（株）セブン‐イレブン・沖縄設立

「セブン自販機」設置開始

20172017年

東大和市、日本財団、東大和市清掃事業協同
組合と連携し、東大和市における
「ペットボトル回収」を促進

世界初の完全循環型
リサイクル ペットボトル
「一（はじめ）緑茶 一日一本」
をセブンプレミアムより発売

セブン‐イレブン・沖縄が沖縄県内に出店開始
全国47都道府県への出店達成

「営業時間短縮の検討」における取り組み
『深夜休業ガイドライン』を新たに制定

20192019年

一般社団法人セブングローバルリンケージ設立

販売期限が迫った商品に
nanacoボーナスポイントを付与する
「エシカルプロジェクト」を全国に拡大

5社クレジットカードにおける非接触決済を導
入・全国の店舗でサービス開始

7-Eleven, Inc. が米国Marathon Petroleum 
Corporation の主に「Speedway」ブランド
で運営されるコンビニエンスストア事業と燃料
小売事業の取得契約を締結

20202020年

大規模災害に対する事業継続計画（BCP）
を大幅改定

7- Eleven International LLC 設立

カンボジアにセブン‐イレブン初出店

インドにセブン‐イレブン初出店

20212021年

セブン‐イレブン・ジャパン
創業50周年

20232023年

ネットで注文されたセブン ‐ イレブ
ンの商品を、お近くのお店から自
宅や職場へお届けするサービス
「 7NOW 」は、2017年から一部
エリアでのテストを始め、2022年
に本格的に導入がスタート。
2025年には全国のセブン ‐ イレ
ブンで展開予定です

20222022年

第6次総合店舗情報システム本格導入開始

20062006年

「セブンプレミアム」を
セブン ‐ イレブン店舗で販売開始

カウンター調理（フライヤー）商品の
販売開始

情報メディアと小売業を融合させた
（株）日テレ7設立

セブン＆アイグループが長年培ってきた強力な
チームMD（マーチャンダイジング）を活かし、従
来のPB商品と異なる斬新な発想のものづくりで市
場に新たな価値を創出

独自の電子マネー
「nanaco（ナナコ）」導入開始

20072007年

20122012年

「セブン ‐ イレブン ネットコンビニ」を
「7NOW」に変更し、
約1,200店舗で展開

セブン ‐ イレブン中国有限公司設立

20182018

20132013

20032003

日本国内出店数

2020,,000000店舗突破

世界の出店数

5050,,000000店舗突破

日本国内出店数

1515,,000000店舗突破

日本国内出店数

1010,,000000店舗突破

小売業として世界最大の
チェーン店舗数を達成

世界の出店数

8080,,000000店舗突破

世界の出店数

4040,,000000店舗突破

世界の出店数

6060,,000000店舗突破

世界の出店数

7070,,000000店舗突破

20222022

20202020

20162016

20102010

20072007



株式会社セブン&アイHLDGS.
名誉顧問 鈴木 敏文

わらべや日洋ホールディングス
株式会社 
代表取締役社長 辻 英男氏

松本 剛明 総務大臣

株式会社セブン&アイHLDGS.　
代表取締役社長
井阪 隆一 

50周年アンバサダー
イチロー氏

味の素株式会社
取締役代表執行役社長CEO　
藤江 太郎氏

クリエイティブディレクター
佐藤 可士和氏

西村 康稔 経済産業大臣 岸田 文雄 内閣総理大臣 株式会社セブン‐イレブン・ジャパン
代表取締役社長
永松 文彦

セブン‐イレブン・ジャパン 役員からのあいさつ

TBSテレビ アナウンサー／司会
安住 紳一郎氏

三井物産株式会社
代表取締役社長CEO
堀 健一氏

2023年4月20日（木）、グランドプリンスホテル新高輪国際館パミール

にて、お客様、お取引先様にご出席いただき、これまで支えていただいた

ことへの感謝と今後のセブン ‐ イレブン・ジャパンの展望をお伝えしました。

創立5050周年
記念式典レポート

セブン‐イレブン・ジャパン 50th Anniversary

2021 2021



私たちの
未来へつなげる

セ
ブ
ン
＆ 

ア
イ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
環
境

宣
言
『G

R
E
E
N

 C
H
A
L
L
E
N
G
E

 

2
0
5
0

』の
取
り
組
み
を
、
日
常
生
活
や

学
校
教
育
の
中
で
S
D
G
s
に
つ
い
て

学
び
、
環
境
・
社
会
課
題
に
高
い
関
心
を

持
つ
未
来
世
代
の
子
ど
も
た
ち
と
も
共

有
し
た
い
と
考
え
、
2
0
2
1
年
か
ら
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ザ
ー

（
以
下
、
M
D
）が
東
京
都
内
の
小
学
校

を
訪
れ
て
交
流
授
業
を
行
い
、
一
緒
に

商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

交
流
授
業
を
通
し
て
気
づ
い
た

子
ど
も
た
ち
の  

本
音  

武
田
M
D
　
今
回
、「
男
女
兼
用
」と
い
う

視
点
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
商
品
開
発

を
進
め
ま
し
た
が
、
当
初
は
違
う
テ
ー
マ

で
取
り
組
み
を
進
め
る
予
定
で
し
た
。
初

回
の
交
流
授
業
で
は
男
女
別
で
の
商
品
開

発
を
想
定
し
、
男
の
子
用
に
は
青
系
、
女

の
子
用
に
は
ピ
ン
ク
系
の
カ
ラ
ー
パ
レ
ッ

ト
を
開
発
側
の
決
め
つ
け
で
用
意
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
当
然
の
よ
う
に
男
女
別

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
際
、
あ
る
女
の
子
が
男
の
子
用
の
色
を

指
し
て「
私
、
こ
っ
ち
が
い
い
」と
声
を
あ

げ
た
の
で
す
。
す
る
と
男
の
子
も「
僕
は

こ
の
色
が
い
い
」
と
、
女
の
子
用
の
色
を

選
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
現
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
急
き
ょ
、
男
女
共
通
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
直
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
半
数
以
上
の

女
の
子
が
男
の
子
用
の
色
を
選
択
。
私
た

ち
大
人
が
思
う
よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
の

感
覚
は
多
様
化
し
て
い
る
と
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。

斎
藤
様
　
想
像
以
上
の
結
果
に
驚
き
ま
し

た
ね
。
メ
ー
カ
ー
で
は
長
年
の
経
験
か
ら

男
の
子
用
と
女
の
子
用
の
カ
ラ
ー
を
分
け
て

い
ま
す
が
、時
代
が
変
わ
り
、
あ
ら
ゆ
る
面

で
男
女
の
区
別
を
し
な
い
形
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
私
の
時
代

は
男
の
子
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
黒
と
決
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
の
子
ど
も
た
ち
の
ラ
ン

ド
セ
ル
は
カ
ラ
フ
ル
で
、
多
様
化
が
先
行

し
て
い
る
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。

武
田
M
D
　
自
主
M
D
で
商
品
開
発
を

し
て
い
る
他
社
様
の
キ
ッ
ズ
売
場
は
男
女

兼
用
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
に
私
も

気
づ
い
て
い
た
も
の
の
、
子
ど
も
衣
料
の

慣
習
か
ら
男
女
別
で
商
品
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
交
流
授
業
で
子
ど

も
た
ち
の
リ
ア
ル
な
声
を
聞
き
、
衣
類
の

中
で
も
男
女
の
性
差
が
顕
著
に
表
れ
る

「
肌
着
」の
男
女
兼
用
商
品
の
開
発
を
、
社

内
で
説
得
力
を
持
っ
て
推
進
で
き
ま
し
た
。

斎
藤
様
　
グ
ン
ゼ
で
は
、
お
客
様
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ

た
商
品
提
供
を
事
業
目
標
の
一
つ
に
掲
げ

て
お
り
、
実
は
数
年
前
か
ら
展
示
会
な
ど

で
男
女
兼
用
の
キ
ッ
ズ
商
品
を
提
案
し
て

い
ま
し
た
。
背
景
に
は
、
2
0
1
5
年
頃

か
ら
学
生
制
服
の
男
女
兼
用
化
が
進
み
、

現
在
で
は
全
国
の
公
立
高
校
の
44
%
※
が

女
子
ス
ラ
ッ
ク
ス
制
服
を
採
用
し
て
い
る

と
い
っ
た
社
会
変
化
の
波
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
現
状
で
は
男
女
兼
用
商
品
を
取
り

扱
っ
て
い
た
だ
け
る
店
舗
が
少
な
く
、
今

回
、
同
じ
目
的
や
目
標
を
共
有
し
な
が
ら

セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
の
商
品
開
発
に
携
わ

れ
た
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
で
し
た
。

実施期間

台東区立大正小学校、 葛飾区立半田小学校 6年生の皆さん

2022年4月〜11月　計10回 （2校計）

実施校

子
ど
も
た
ち 

と
の 

交
流
授
業
か
ら
生
ま
れ
た

毎
日
着
た
く
な
る 

 

男
女
兼
用
イ
ン
ナ
ー 

 

未
来
世
代
と
の
取
り
組
み

本取り組みは
セブン＆アイグループの
重点課題4に該当します。

詳しくはこちら

昨
今
、
世
の
中
に
浸
透
し
始
め
た
性
別
に
よ
る
社
会
的
・

文
化
的
差
別
を
取
り
払
お
う
と
す
る「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
」
の
考
え
方
は
、

未
来
世
代
に
と
っ
て
は「
当
た
り
前
」
の
こ
と
。

交
流
授
業
内
の
意
見
交
換
で
得
た
気
づ
き
や
視
点
か
ら
、
子
ど
も
衣
料
に
お
け
る

従
来
の
商
品
開
発
の
考
え
を
改
め
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
を
乗
り
越
え
て

男
女
兼
用
イ
ン
ナ
ー
を
実
現
し
た
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
M
D
と

協
働
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
グ
ン
ゼ
株
式
会
社
の
皆
様
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

株式会社イトーヨーカ堂
子供ワールド部
武田一葉MD

グンゼ株式会社 
アパレルカンパニー 営業本部
エリアセールス統括部
チェーン営業一部
シニアマネジャー
斎藤秀樹様

公立高校の女子スラックス制服採用率

※学校総選挙プロジェクト調べ

採用して
いない

56%

採用している

44%

2223

セブン ＆ アイグループのサステナビリティ



「
環
境
に
や
さ
し
い
綿
素
材
を
着
た
い
」

子
ど
も
た
ち
に
響
い
た
開
発
者
の
思
い

武
田
M
D
　
子
ど
も
た
ち
に
は
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
交
流
授
業
を
通
じ
て
、
肌
着

に
用
い
る
素
材
の
特
徴
な
ど
、
日
頃
は
耳

に
し
な
い
よ
う
な
知
識
を
学
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
小
学
生
に
は
難
し
い
か
も
し
れ

な
い
内
容
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
５
回

の
交
流
授
業
を
通
じ
て「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

堂
の
お
姉
さ
ん
と
授
業
を
し
た
な
」と
い

う
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
く
れ
れ
ば
十
分

と
い
う
思
い
で
し
た
が
、
最
後
の
授
業
時

に「
こ
れ
ま
で
肌
着
に
興
味
が
な
か
っ
た

け
ど
、
す
ご
く
興
味
を
持
っ
た
し
、
こ
れ
か

ら
は
環
境
に
や
さ
し
い
綿
素
材
を
も
っ
と

着
る
よ
う
に
し
ま
す
」「
も
っ
と
素
材
に

つ
い
て
勉
強
し
た
い
」と
い
っ
た
感
想
を

子
ど
も
た
ち
が
話
し
て
く
れ
て
感
激
し
ま

し
た
。
私
た
ち
が
思
う
以
上
に
、
子
ど
も

た
ち
は
し
っ
か
り
と
私
た
ち
の
話
を
吸
収

し
て
考
え
て
く
れ
て
い
た
ん
で
す
。

櫛
引
様
　
大
量
の
水
や
石
油
資
源
の
消

費
、
工
場
で
の
C
O
2
排
出
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
環
境
負
荷
を
か
け
て
肌
着
一
枚

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
回

の
よ
う
な
交
流
授
業
が
な
け
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
は
興
味
を
持
た
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
興
味
を
持
つ
た
め
に
は
知
識

を
蓄
積
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
交
流
授
業

を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
大
人
に
な
っ
て

も
製
造
過
程
や
素
材
に
興
味
関
心
を
持
ち
、

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
選
ん
で
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
川
様
　
子
ど
も
の
頃
の
経
験
は
身
に

つ
き
や
す
く
、
大
人
に
な
っ
て
も
続
け
て

い
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
小
学
校

で
こ
れ
ほ
ど
S
D
G
s
の
授
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
実
際
の

消
費
者
と
な
っ
た
時
に
環
境
は
も
ち
ろ
ん
、

社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
を
自

ら
考
慮
し
て
商
品
を
選
択
購
入
す
る
と

い
っ
た
、
購
買
行
動
に
と
て
も
大
き
な
影

響
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

斎
藤
様
　
私
は
小
学
校
で
こ
れ
ほ
ど
深
く

S
D
G
s
に
関
す
る
授
業
を
し
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
私
た
ち
メ
ー
カ
ー
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
環
境
負
荷
低
減
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
未
来
世
代
と
の
取
り
組
み
は
弊
社
に

と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
す
。
課
題
や
目

標
を
共
有
で
き
る
こ
と
が
本
当
の
意
味
で

の
協
働
で
あ
り
、
今
後
も
社
会
課
題
を
共

有
し
な
が
ら
セ
ブ
ン 

＆ 

ア
イ・
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
様
と
と
も
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
商

品
づ
く
り
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
い
う

の
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

武
田
M
D
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
は
、
す
べ
て
の
商
品
に

お
い
て
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
様
と「
今
日
も

未
来
も
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
」商
品

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
、課
題
や
目
標
を
共
有

で
き
る
企
業
同
士
が
協
働
す
る
こ
と
で
、

な
し
得
る
目
標
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
今
後
も
ユ
ー
ザ
ー
の
声
に
耳
を
傾

け
て
商
品
開
発
に
活
か
し
、
今
あ
る
商
品

の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
も
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
頻
繁
に
購
入
調
査
や
試
着

テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
キ
ッ
ズ
イ
ン

ナ
ー
に
関
し
て
は
親
御
さ
ん
を
介
し
て
意

見
を
う
か
が
わ
ざ
る
を
得
ず
、
大
人
目
線

の
フ
ィ
ル
タ
ー
が
か
か
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
し
た
。

　
交
流
授
業
に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
の

リ
ア
ル
な
意
見
が
聞
け
た
こ
と
は
、
今
後

の
商
品
開
発
に
お
い
て
大
き
な
財
産
に
な

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

相
反
す
る
要
望
を
取
り
入
れ
る
た
め

新
た
に
生
地
か
ら
開
発

櫛
引
様
　
男
女
兼
用
商
品
を
つ
く
る
に
は
、

一
か
ら
型
紙
や
仕
様
を
見
直
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
商
品
づ
く
り

で
難
し
か
っ
た
の
は
、
男
の
子
と
女
の
子

で
仕
様
の
好
み
が
違
っ
た
こ
と
で
し
た
。

武
田
M
D
　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
重
ね
て
い
く

と
、
形
や
素
材
の
好
み
に
は
男
女
の
差
が

出
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
首
ま
わ
り
の

襟
巾（
え
り
は
ば
）は
一
般
的
に
男
の
子
は

太
幅
で
、
女
の
子
は
細
幅
の
仕
様
で
す
。

女
の
子
た
ち
に
聞
く
と
、
や
は
り「
太
い

の
は
イ
ヤ
だ
」と
い
う
反
応
で
し
た
。

櫛
引
様
　
男
女
兼
用
に
す
る
に
は
ど
の
く

ら
い
の
幅
が
適
切
な
の
か
、
そ
の
加
減
を

つ
か
む
の
が
非
常
に
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。

い
く
つ
も
サ
ン
プ
ル
を
つ
く
っ
て
子
ど
も

た
ち
に
試
し
て
も
ら
い
、「
こ
れ
な
ら
着

た
い
」と
評
価
を
得
る
ま
で
微
調
整
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。

武
田
M
D
　
生
地
に
関
し
て
も
、
女
の
子

は
や
は
り「
透
け
る
の
は
イ
ヤ
」
と
気
に

し
ま
す
。
一
方
で
男
の
子
は
、「
汗
を
か
く

か
ら
涼
し
い
の
が
い
い
」「
メ
ッ
シ
ュ
が

い
い
」と
い
う
意
見
が
主
流
で
し
た
。

斎
藤
様
　「
透
け
を
防
ぐ
こ
と
」と「
涼
し

い
こ
と
」は
相
反
す
る
要
望
で
す
が
、
両
方

の
意
見
を
採
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
メ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
な
通

気
性
が
あ
り
な
が
ら
、
透
け
に
く
い
構
造

の
生
地
を
新
た
に
開
発
し
ま
し
た
。

　
一
般
に
メ
ッ
シ
ュ
生
地
に
用
い
ら
れ
る

タ
ッ
ク
編
み
は
生
地
の
強
度
が
落
ち
や
す

い
の
が
難
点
で
す
が
、
ニ
ッ
ト
編
み
と
タ
ッ

ク
編
み
を
組
み
合
わ
せ
る
独
自
技
術
で

強
度
を
保
ち
な
が
ら
メ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
な

生
地
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

武
田
M
D  

今
回
の
商
品
に
は
、「
毎
日

着
た
い
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
つ
け

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
気
に
入
っ
た

も
の
を
毎
日
着
た
が
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ

を
親
御
さ
ん
も
買
い
や
す
く
、
リ
ピ
ー
ト

し
や
す
い
。
そ
こ
は
私
自
身
が
商
品
開
発

の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
反
応

を
見
な
が
ら
肩
部
分
の
縫
い
目
を
ラ
ン
ド

セ
ル
が
触
ら
な
い
位
置
に
ず
ら
す
な
ど
細

か
な
こ
と
で
も
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、
子
ど

も
た
ち
の「
毎
日
着
た
い
」
を
実
現
す
る

た
め
の
仕
様
を
追
求
し
ま
し
た
。

斎
藤
様
　
肩
の
縫
い
目
を
後
ろ
に
ず
ら
す

と
袖
と
肩
部
分
の
接
点
も
変
わ
っ
て
く
る

た
め
、
設
計
上
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
声
は
感
覚
的
な
も

の
が
多
く
、
そ
の
感
覚
を
ど
の
よ
う
に
商
品

に
落
と
し
込
ん
で
い
く
か
に
も
苦
心
し
ま

し
た
。

　
た
と
え
ば
、「
着
た
時
、
も
っ
と
気
持
ち

良
い
ほ
う
が
い
い
」
と
い
っ
た
表
現
も
、

ど
の
く
ら
い
の
肌
触
り
の
良
さ
を
求
め
て

い
る
の
か
を
数
値
化
し
な
け
れ
ば
実
現
で

き
な
い
わ
け
で
す
。
教
室
で
武
田
M
D
と

子
ど
も
た
ち
の
会
話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

頭
の
中
で「
そ
れ
は
ど
の
く
ら
い
の
数
値

か
」、「
ど
の
糸
な
ら
実
現
で
き
る
か
」と

い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

武
田
M
D
　
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
高
い

技
術
力
を
活
か
し
て
根
気
強
く
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
90
％
以
上
の

子
ど
も
た
ち
が
合
格
を
出
し
た
と
こ
ろ
で

商
品
の
仕
様
が
決
ま
り
ま
し
た
。

中
川
様
　
直
接
子
ど
も
た
ち
と
接
し
た

こ
と
で
、
言
葉
だ
け
で
な
く
表
情
や
反
応

を
見
て
感
じ
取
れ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

武
田
M
D
　
子
ど
も
た
ち
が
気
持
ち
や
感

覚
を
言
葉
に
す
る
の
は
難
し
い
。
思
い
を

拾
い
あ
げ
る
た
め
に
も
、
や
は
り
メ
ー

カ
ー
の
皆
様
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の
反

応
を
目
の
前
で
見
た
こ
と
は
意
味
が
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

セブン&アイグループの頼も
しいパートナーである子どもた
ちと⼆人三脚で挑んだ1年間
を動画でご紹介。ぜひ、ご覧
ください。

「みんなで想いをかたちに。」

グンゼ株式会社
アパレルカンパニー 営業本部
エリアセールス統括部
チェーン営業一部
櫛引和彦様

グンゼ株式会社
アパレルカンパニー 営業本部
エリアセールス統括部
チェーン営業一部
中川莉緒様

リニューアル前

毎日着たい　綿100％ インナー

女の子用、男の子用の表記をやめ、
KIDS表記で統一しました。

リニューアル後

商
品
政
策
展
示
会
を
開
催

セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

2425

2
0
2
3
年
2
月
22
日（
水
）か
ら
24
日（
金
）

ま
で
、
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

商
品
政
策
展
示
会「
未
来
へ
、
想
い
を
伝
え
る

糸
に
な
る
」を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
そ
び
え
立
っ
た
大
き
な
ツ
リ
ー
を
彩
る

コ
ッ
ト
ン
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
は
、
グ
ン
ゼ
様
の

肌
着
工
場
で
の
残
反
や
不
良
品
と
さ
れ
た
綿
布
を

活
用
し
、子
ど
も
た
ち
が
作
成
し
た
も
の
。 
作
品

に
込
め
ら
れ
た
一
人
ひ
と
り
の
想
い
が
ツ
リ
ー

を
美
し
く
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
会

に
立
ち
並
ん
だ
商
品
は
、
ど
れ
も
お
客
様
の
リ

ア
ル
な「
想
い
」か
ら
生
ま
れ
た
自
信
作
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
近
く
の
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の

店
舗
に
て
、
お
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「未来世代との取り組み」
動画はこちら
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セ
ブ
ン
＆
ア
イ
H
L
D
G
S
．と
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
株
式

会
社
は
、
４
月
10 
日
に
、
共
同
企
画
商
品
と
し
て
「
一（
は
じ

め
） 

ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶 

一
日
一
本
」（
機
能
性
表
示
食
品
）
を
全
国
の
セ
ブ

ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
各
店
舗
で
発
売
し
ま
し
た
。
す
で
に「
一（
は
じ
め
）

緑
茶
」
３
品
、「
一（
は
じ
め
）
ほ
う
じ
茶
」
３
品
で
完
全
循
環
型
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
採
用
し
て
い
る
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
、さ
ら
な
る
環
境
配
慮
の

取
り
組
み
を
推
進
し
、
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
強
化
。
１
本
当
た
り
の
C
O
2

排
出
量
を
約
60 
％
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、セ
ブ
ン‐イ
レ
ブ
ン
店
舗
へ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
機
の
設
置
も
継
続

し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
資
源
の
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
「
ボ
ト
ル 

t
o 

ボ
ト
ル
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
度
は
設
置
エ
リ
ア
を
新
た
に
１
府
11 
県
、

1
0
5
4
台
に
拡
大
し
、
総
設
置
台
数
は
2
6
6
0
台
、
2
0
2
2
年
度

に
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
グ
ル
ー
プ
合
計
で
約
４
億
7
0
0
0
万
本

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
再
生
P
E
T
樹
脂
使
用
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
の
浸
透
を
進
め
、

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
日
本
初
」専
用
回
収
容
器
を
使
用
し
た

使
用
済
み
食
用
油
の
回
収
と

リ
サ
イ
ク
ル
実
験

グループ各社の注目ニュースをお届けします

NEWS TOPICS&&2023年

1月-4月

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
．
の
子
会

社
で
あ
る
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ 

Ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
は
、

グ
ル
ー
プ
戦
略
の
一
環
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
食
品
戦
略

を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
2
0
2
3
年
３
月
28 
日
よ

り
グ
ル
ー
プ
初
の
共
通
イ
ン
フ
ラ「
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ 

Ｄ

ｅ
ｌ
ｉ 

流
山
キ
ッ
チ
ン
」
の
稼
働
を
開
始
し
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
3･
0（
グ
ル
ー
プ
共
通

イ
ン
フ
ラ
の
準
備
・
稼
働
の
取
り
組
み
な
ど
）
の
施

策
と
し
て
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
・
ヨ
ー
ク
の
首
都

圏
約
２
０
０
店
舗
に
商
品
を
供
給
す
る
ほ
か
、
今
後

は
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
店
舗
の
商
品
や
、
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
専
用
商
品
の
供
給
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

同
工
場
で
は
、
生
鮮
品
の
加
工
や
ミ
ー
ル
キ
ッ
ト
の

徹
底
し
た
品
質
管
理
は
も
と
よ
り
、販
売
期
限
の
延
長
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
な
ど
環
境
へ
の
配

慮
を
実
現
す
る
最
新
の
設
備
を
導
入

し
、
高
品
質
・
高
鮮
度
で
環
境
に
や
さ

し
い
商
品
を
各
店
舗
へ
供
給
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
の
「
食
」
の
共
通
イ
ン
フ

ラ
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
生
産
性
向

上
に
よ
る
利
益
面
で
の
貢
献
、
お
客

様
の
利
便
性
の
向
上
や
新
た
な「
食
」

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
さ
ら
な
る
食
品

領
域
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー

創
出
へ
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

3月28日

首
都
圏
2
0
0
店
舗
に
商
品
を
供
給
す
る

グ
ル
ー
プ
初
の
共
通
イ
ン
フ
ラ

「
Ｐｅａｃｅ 

Ｄｅ
ｌ
ｉ 

流
山
キ
ッ
チ
ン
」
稼
働

完
全
循
環
型
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
採
用
し
た

「
一（
は
じ
め
）」シ
リ
ー
ズ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
強
化

店
舗
へ
の
回
収
機
の
設
置
も
さ
ら
に
拡
大

2月17日

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
、家
庭
か
ら

出
る
使
用
済
み
食
用
油
（
以
下
、

廃
食
油
）
を
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
実
証
実
験
を
「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー 

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
西
日
暮
里
店
」
に
て

2
0
2
3
年
２
月
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

廃
食
油
は
、日
本
全
体
で
年
間
約
10 
万
ト

ン
に
の
ぼ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
再
利
用

さ
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
バ

イ
オ
燃
料
な
ど
に
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら

C
O
2

排
出
量
削
減
と
資
源
循
環
型
社
会

の
実
現
に
寄
与
す
る
資
源
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
実
験
で
は
、
注
文

商
品
の
受
取
時
に
専
用
の
回
収
容
器
（
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
ボ
ト
ル
）
を
配
布
す
る
と
と

も
に
、
廃
食
油
入
り
の
容
器
を
収
集
・
回

収
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
行
い
ま
す
。

回
収
容
器
は
洗
浄
し
て
繰
り
返
し
使
用
で

き
る
た
め
、
ゴ
ミ
が
発
生
し
な
い
の
が
特

徴
で
す
。

こ
の
専
用
の
回
収
容
器
を
使
っ
た
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
廃
食
油
の
回
収
は
、
日

本
初
の
取
り
組
み
で
す
。イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

堂
は
今
後
も
お
客
様
と
と
も
に
、身
近
で

わ
か
り
や
す
い
リ

サ
イ
ク
ル
の
仕
組

み
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
は
、
福
島
県

と
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
が

推
進
し
て
い
る「
水
素
を
活
用
し

た
新
た
な
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
参
画

し
、
2
0
2
3
年
２
月
か
ら
郡
山
市
内
中

心
に「
水
素
燃
料
電
池
小
型
ト
ラ
ッ
ク
」
で

の
店
舗
配
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
ト
ラ
ッ
ク
は
、
水
素
を
燃
料
と
し
て

電
力
に
変
換
し
動
力
と
し
て
、
C
O
2
を
排

出
せ
ず
、
水
の
み
を
排
出
し
走
行
す
る「
環

境
に
や
さ
し
い
点
」が
特
徴
。
水
素
・
技
術

を
活
用
し
、
小
売
、
物
流
、
イ
ン
フ
ラ
関
連
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
一
体
と
な
っ
て
新
た
な

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
社
会
実
装
検
証
を
通
じ
て
、
水
素
燃

料
電
池
ト
ラ
ッ

ク
の
運
行
管
理

お
よ
び
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
構
築
（
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
最
適
な
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
づ

く
り
）と
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

2月1日

2月18日

1月23日1月26日

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

セブン&アイグループ店頭で回収したペットボ
トルを原材料とした再生PET樹脂を100％用い
たペットボトルを使用した商品を、再び同グル
ープ店舗にて販売する、世界初（2019年6月
5日時点。日本コカ･コーラおよびセブン&ア
イ・ホールディングス調べ）のリサイクルシス
テムです。

▪�Ｐｅａｃｅ�Ｄｅｌｉ�流山キッチン
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セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.　
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
•
ジ
ャ
パ
ン

「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー 

と
く
し
丸
」

稼
働
1
0
0
号
を
達
成

D
J
S
I
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

構
成
銘
柄
に
食
品・日
用
品
小
売
業
種
で

日
本
唯
一
の
選
定

よ
り
安
全・安
心
な
取
り
引
き
へ
向
け
て

「
A
T
M
認
証
コ
ー
ド
発
行
サ
ー
ビ
ス
」

提
供
開
始

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
全
店
舗
で

食
料
危
機
緊
急
支
援
の
募
金
を
贈
呈

2月20日

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
、
日
常
生
活

に
必
要
な
、
お
買
物
に
お
困
り
の
方

が
増
え
て
い
る
社
会
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、移
動
販
売
車「
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー　
と
く
し
丸
」
第
１
号
を

2
0
2
0
年
4
月
に
稼
働
し
ま
し
た
。
以

来
、
順
次
導
入
店
舗
・
台
数
を
拡
大
し
、
こ

の
ほ
ど
稼
働
1
0
0
号

を
達
成
し
ま
し
た
。
今

後
も
、
地
域
と
連
携
し

高
齢
者
見
守
り
活
動
の

事
業
の一環
と
し
て
積
極

的
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ.

は
、『D

ow
 

J
o
n
e
s
 S
u
s
ta
in
a
b
ility

™
 

In
d
ic
e
s(

D
J
S
I)

』
の
「A

sia
/

P
acific Index

」
の
構
成
銘
柄
に
１4
年

連
続
で
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
D
J
S
I
は

世
界
的
に
著
名
な
E
S
G
の
指
数
で
、ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の
主
要
企
業
を
対
象
と
す
る

「A
sia/P

acific Index

」
の
構
成
銘
柄

と
な
っ
た
日
本
企
業
で
は
、
食
品
・
日
用
品

小
売
業
種
に
お
い
て
唯
一
の
選
定
と
な
り
ま

し
た
。

セ
ブ
ン
銀
行
は
、
全
国
の
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
活
用
し
た
「
A
T
M
認
証
コ
ー
ド
発
行

サ
ー
ビ
ス
」
を
2
0
2
3
年
２
月
20
日
よ
り

開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
認
証
に
よ
っ
て
、

A
T
M
画
面
上
に
発
行
し
た
Q
R
コ
ー
ド

（
※
）
を
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
こ
と
で
、

口
座
と
ス
マ
ホ
の
所
有
者
の
一
致
を
確
認
し
、

よ
り
安
全・安
心
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
ま
す
。

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
、2
0
2
2

年
９
月
よ
り
約
３
カ
月
間
、店
頭
や

W
E
B
募
金
を
通
じ
て
、
公
益
財

団
法
人
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
の「
ア
フ
リ
カ
７
カ

国
・
食
料
危
機
緊
急
支
援
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
す
る
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は

5
5
8
万
4
2
9
2

円
と
な
り
、
全
額
を

2
0
2
3
年
１
月
26
日

に
同
団
体
へ
お
届
け
し
ま

し
た
。

タイプA

タイプB

タイプD

タイプF

タイプG

タイプH

専用リターナブルボトル

「
水
素
燃
料
電
池
」で
走
る

小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
の
店
舗
配
送
を
開
始

▪�完全循環型リサイクルシステムとは

4月10日

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

企業情報
CLOSE UP 1

CLOSE UP
社会・環境活動

2

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ.

受 賞社会・環境活動

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

社会・貢献活動

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

社会・環境活動

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

社会・環境活動

セ
ブ
ン
銀
行

新サービス
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セ
ブ
ン
＆
ア
イ
H
L
D
G
S
．が
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
グ
ル
ー
プ
全
体
の
入
社
式
を
行

い
、
2
0
2
3
年
度
は
グ
ル
ー
プ
18 
社

5
8
0
名
が
入
社
し
ま
し
た
。

入
社
式
で
は
井
阪
隆
一
代
表
取
締
役
社
長

が
力
強
く
新
入
社
員

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
。今
後
は
各
社
ご
と

に
研
修
を
行
い
、所
属

す
る
業
務
の
内
容
お

よ
び
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
を
醸
成
し
て

い
き
ま
す
。

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
は
、
2
0
2
3
年
夏
を
め
ど

に
、全
国
の
店
舗
に
て
お
弁
当
や

お
惣
菜
で
使
用
す
る
容
器
を
石
油
由
来
の

イ
ン
ク
や
着
色
剤
を
削
減
し
た
新
容
器
に

変
更
し
ま
す
。
新
容
器
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
容
器
本
体
と
容
器
の
製
造
工
程
な
ど

に
お
い
て
排
出
さ
れ
る
C
O
2
を
削
減
。

削
減
で
き
る
C
O
2
の
排
出
量
は
、
年
間

約
8
0
0
ト
ン
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
着
色
工
程
を
削
減
す
る
こ
と
で
容
器

の
リ
サ
イ
ク
ル
も
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

全
国
導
入
に
先
駆
け
、2
0
2
2
年
12 
月

か
ら
北
海
道
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
に
て

検
証
を
ス
タ
ー
ト
。容
器
形
状
を
一
部
変
更

す
る
な
ど
、物
流
効
率
の
向
上
も
実
現
し
ま

し
た
。

今
後
も
店
舗
全
体
で
環
境
負
荷
低
減
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

セ
ブ
ン
銀
行
と
セ
ブ
ン
・
ペ
イ
メ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
す
る
「
A
T
M
集
金
」
が
、
金

融
分
野
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
評
価
す
る

「J
apan Financial Innovation 

A
w
ard 2023

」
に
て
金
融
機
関
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。「
A
T
M
集
金
」は
、
専
用
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
用
い
て
セ
ブ
ン
銀
行

の
A
T
M
で
原
則
24
時
間

3
6
5
日
、売
上
金
な
ど
の
現
金

を
入
金
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

A
T
M
を
通
じ
て
手
軽
に
集
金

で
き
る
こ
と
で
業
務
効
率
化
を

図
れ
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
運

営
す
る
W
E
B
メ
デ
ィ
ア
・
雑
誌
企
画「
た
ま

ひ
よ
赤
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
大
賞
2
0
2
3
」に
お

い
て
、ア
カ
チ
ャ
ン
ホ
ン
ポ
の
６
つ
の
商
品
が
受

賞
し
ま
し
た
。
お
し
り
ふ
き
部
門
第
１
位「
水

99
％
S
u
p
e
r
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
10 
年
連

続
１
位
を
獲
得
。
肌
へ

の
や
さ
し
さ
と
拭
き
や

す
さ
な
ど
、
価
格
以
上

の
品
質
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
本
舗
と
ピ
ジ
ョ
ン
株
式

会
社
は
、資
源
の
循
環
利
用
を
目

的
に
、
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
ピ
ジ
ョ

ン
の
哺
乳
器
を
回
収
し
、
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
実
証
実
験
を
2
0
2
2
年
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
３
月
よ

り
取
り
組
み
を
全
国

1
2
4
店
舗
に
拡
大

し
、
素
材
別
の
分
別
が

難
し
か
っ
た
哺
乳
器
の

リ
サ
イ
ク
ル
化
を
促
進

し
ま
す
。

セ
ブ
ン
銀
行
は
子
会
社
の
株
式
会
社

A
C
S
i
O
N
と
共
同
し
、
３
月
３1 
日
よ

り
日
本
に
居
住
す
る
外
国
籍
の
お
客
様
向

け
に
、「
在
留
カ
ー
ド
情
報
届
出
」
サ
ー
ビ

ス
の
先
行
利
用
を
計
4
つ
の
金
融
機
関
で

開
始
し
ま
し
た
。
セ
ブ
ン
銀
行
の
A
T
M

で
在
留
カ
ー
ド
を
読
み
取
る
な
ど
の
簡
単
な

操
作
で
、金
融
機
関
か
ら
定
期
的
に
求
め
ら

れ
る
本
人
確
認
と
最
新
情
報
の
更
新
の
届

出
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
ズ
は
、
国
際
連
合
世
界
食
糧

計
画
W
F
P
協
会
（
以
下
、
国
連

W
F
P
協
会
）に
店
頭
募
金
の
全
額
1
0
4

万
2
0
2
6
円
を
寄
贈
し
、感
謝
状
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
国
連
W
F
P
協
会
は
、
飢

餓
を
な
く
す
こ
と
を
使
命
に
活
動
す
る
国
連

唯
一
の
食
料
支
援
機

関
で
す
。今
後
も「
食
」

に
関
連
し
た
活
動
に

賛
同
し
、支
援
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

ニ
ッ
セ
ン
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
ア
パ
レ
ル
・
雑
貨
を
取
り
扱
う

新
ブ
ラ
ン
ド
「
R
i
F
U
K
U
R
U
（
リ

フ
ク
ル
）」
を
た
ち
あ
げ
ま
し
た
。

「
R
i
F
U
K
U
R
U
」
は
「
残
っ
た
モ

ノ
を
価
値
あ
る
モ
ノ
に
か
え
て
、福
を
み
ん

な
に
。」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
①
廃
棄

さ
れ
て
い
た
も
の
に
新
た
な
価
値
を
与
え
る

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル 

②
日
本
の
生
地
メ
ー

カ
ー
や
縫
製
工
場
と
協
働
で
の
商
品
づ
く

り 

③
環
境
に
配
慮
し
た
資
材
を
使
い

C
O
2
排
出
量
削
減
へ
の
貢
献
や
極
力
ゴ
ミ

が
出
な
い
買
物
体
験
の
提
供
、
の
３
つ
の

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
す
。

少
し
の
キ
ズ
や
汚
れ
、
色
ム
ラ
が
理
由

で
廃
棄
さ
れ
た
生
地
な
ど
を
発
掘
し
、
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
、
一

つ
ひ
と
つ
の
生
地
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
楽
し

め
る
よ
う
な
商
品
を
順
次
、
拡
大
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
H
L
D
G
S
．は
、ト
ル
コ

南
東
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
甚
大
な

被
害
が
生
じ
て
い
る
被
災
地
救
援
の
た
め
、

全
国
の
店
舗
に
お
い
て
募
金
を
行
い
ま
し
た
。

　
募
金
活
動
に
は
、セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン・
ジ
ャ

パ
ン
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
セ
ブ
ン

＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
各
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

店
頭
お
よ
び
W
E
B
募
金
に
て
、
総
額
２
億

4
3
1
万
9
6
3

0
円
の
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

お
客
様
か
ら
の
募

金
と
と
も
に
、
企

業
寄
付
と
し
て
約

40
万
ユ
ー
ロ（
約

5
7
0
0
万
円
）

を
、日
本
の
公
式
支

援
窓
口
で
あ
る
国
連

U
N
H
C
R
協
会

を
通
じ
国
連
難
民

高
等
弁
務
官
事
務

所（
U
N
H
C
R
）

へ
、
国
連
W
F
P

協
会
を
通
じ
W
F

P
国
連
世
界
食
糧

計
画
へ
寄
付
し
ま

し
た
。

「
A
T
M
集
金
」で
業
務
効
率
化
が
評
価

金
融
機
関
賞
を
受
賞

環
境
に
配
慮
し
た
容
器
導
入

約
8
0
0
ト
ン
の
C
O
2
削
減
を
目
標
に

2
0
2
3
年
度
は
グ
ル
ー
プ
18
社

5
8
0
名
が
入
社

ピ
ジ
ョ
ン
の
哺
乳
器
回
収

リ
サ
イ
ク
ル
実
証
実
験
を
全
店
に
拡
大

A
T
M
が
手
続
き・認
証
の
窓
口
へ

「
在
留
カ
ー
ド
情
報
届
出
」サ
ー
ビ
ス

先
行
利
用
開
始

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ブ
ラ
ン
ド

「
R
i
F
U
K
U
R
U
」が
誕
生

ト
ル
コ
南
東
部
の
地
震
被
害
へ
の

募
金
の
寄
託
お
よ
び
企
業
寄
付

全
国
3
1
8
店
舗
の
店
頭
募
金
を

国
連
W
F
P
に
寄
贈

ア
カ
チ
ャ
ン
ホ
ン
ポ
商
品
が

６
つ
の
部
門
で
受
賞

募金総額 2億431万�9,630円

送金先
国連UNHCR協会を通じて国連難民高等弁務官事務所
（UNHCR）

国連WFP協会を通じてWFP国連世界食糧計画

実施店舗
全国のセブン&アイグループ
合計�22,460店舗�※2023年2月末日時点

イスラエル最大の都市圏であるテルアビブに1号店を開店しました。
地元のお客様のし好に合わせた伝統的なサラダや、地元産のソース
を使った商品などを提供し、地域に密着した店舗を目指します。今
後、イスラエル全土に店舗を拡大する予定です。

▪�ニッセンオンライン
「RiFUKURU」

▪�店頭およびWEB募金について
▪�セブン&アイ・ホールディングス�
からの企業支援
　支援内容：約40万ユーロ
▪�7-Eleven,�Inc.�からの企業支援
　支援内容：10万ドル
▪�7-Eleven�International�LLCからの�
企業支援
　支援内容：2万ドル

▪�お弁当などの容器

▪�麺類などの容器

3月31日（金） 4月17日（月）

旭川ロフト 北海道旭川市宮下通7丁目2番5号 
イオンモール旭川駅前2階 門真ロフト 大阪府門真市松生町1番11号  

三井ショッピングパーク ららぽーと門真１階

4月7日（金） 4月21日（金）

甲子園ロフト 兵庫県西宮市甲子園八番町1番100号  
三井ショッピングパーク ららぽーと甲子園２階 草津ロフト 滋賀県草津市西渋川1丁目23番1号 

エイスクエア南エリア アル・プラザ 草津2階

4月7日（金） 4月28日（金）

ヨークベニマル
常陸太田店

茨城県常陸太田市東部土地区画整理事業地内
1街区1画地

ヨークベニマル
友部スクエア店 茨城県笠間市住吉1365番1号

4月14日（金） 5月2日（火）

つかしんロフト 兵庫県尼崎市塚口本町4丁目8番1号  
グンゼタウンセンター つかしん ひがしまち/南館2階

コスメロフト
シァル鶴見店

神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央1丁目1番2号 
CIAL（シァル）鶴見 4階

 

新 店 情 報

世界のセブン�–�イレブン店舗数：83,426店（2023年1月末時点）

受 賞

社会・環境活動

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ.

ニ
ッ
セ
ン

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ.

企業情報

新サービス

社会・貢献活動

4月3日

3月21日

1月11日

3月23日

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
•
ジ
ャ
パ
ン

社会・貢献活動3月29日 3月13日

3月17日3月31日

セ
ブ
ン
銀
行

赤
ち
ゃ
ん
本
舗

セ
ブ
ン
銀
行

赤
ち
ゃ
ん
本
舗

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

受 賞

社会・環境活動新サービス

3月14日

3月20日

イスラエルにセブン-イレブンが初出店

着色剤使用

透明フィルム
+印刷インク

着色剤を削減

印刷インク削減

変更前 変更後

変更前 変更後


